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【
要
約
】
　
オ
イ
ラ
ト
の
グ
シ
汗
O
演
目
×
四
⇒
（
顧
実
汗
）
が
一
六
三
六
年
青
海
湖
畔
へ
遠
征
し
て
、
翌
三
七
年
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
ー
ホ
ソ
タ
イ
ジ
の
軍
を
撃
滅
　
一

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
チ
ベ
ヅ
ト
全
土
を
平
定
し
て
、
一
六
四
二
年
チ
ベ
ッ
ト
王
の
座
に
昇
っ
た
経
緯
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
即

ち
故
郷
の
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
に
居
た
時
期
の
グ
シ
汗
の
行
状
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
こ
れ
を
ロ
シ
ア
の
古
文
書
に
拠
っ
て
開
ら
か
に
し
ょ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
グ
シ
汗
は
タ
ル
パ
ガ
タ
イ
山
麓
に
本
拠
を
置
い
た
が
、
一
六
三
〇
年
敵
を
追
っ
て
エ
ン
バ
川
上
流

の
カ
ラ
ク
ム
×
鍵
ρ
区
β
ヨ
に
姿
を
見
せ
た
他
、
一
六
三
四
年
に
カ
ザ
…
フ
毒
手
に
参
加
し
た
等
の
事
実
が
知
ら
れ
る
。
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
ー
ホ
ソ
タ
イ
ジ
撃

滅
戦
の
記
録
も
ロ
シ
ア
古
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
グ
シ
汗
の
兄
バ
イ
バ
ガ
ス
に
関
し
て
も
ロ
シ
ア
古
文
書
に
若
干
の
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
ら
　
曽

に
よ
れ
ば
、
バ
イ
パ
ガ
ス
は
一
六
二
〇
年
代
骨
壷
殺
害
さ
れ
、
そ
の
未
亡
人
グ
ン
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
○
湿
半
銃
簿
琶
は
グ
シ
汗
と
再
婚
し
た
と
考
え
ら
　
一

れ
る
。
故
バ
イ
パ
ガ
ス
の
オ
イ
ラ
ト
汗
位
を
継
い
だ
グ
シ
汗
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
移
住
し
た
後
も
、
グ
ソ
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
は
故
地
に
留
ま
っ
て
、
失
の
留
守
を

守
り
つ
つ
オ
イ
ラ
ト
人
の
信
望
を
集
め
た
こ
と
も
ロ
シ
ア
古
文
書
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
史
林
五
九
巻
穴
号
　
一
九
七
六
年
十
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

清
の
康
煕
・
乾
隆
朝
に
イ
リ
盆
地
に
拠
っ
て
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
も
威
を
振
る
っ
た
西
モ
ン
ゴ
ル
族
オ
イ
ラ
ト
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
N
α
⇒
咽
霞

（
準
璃
爾
）
領
国
は
、
北
ア
ジ
ア
最
後
の
遊
牧
帝
国
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
は
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

特
に
、
有
名
な
ガ
ル
ダ
ン
○
巴
鳥
貧
（
噛
勒
丹
、
嚇
裾
野
）
が
汗
と
称
し
て
（
一
六
七
九
、
康
煕
一
八
年
）
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
が
名
実
共
に
成
っ
た

そ
れ
以
前
の
歴
史
に
つ
い
て
そ
の
感
が
深
い
。
筆
者
は
か
つ
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
勃
興
の
祖
カ
ラ
ク
ラ
×
貧
ρ
×
三
㊤
（
恰
鋼
中
膜
。
　
一
六
一
ご
四
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①

年
没
）
の
生
涯
を
考
究
し
て
以
来
、
汗
国
の
前
史
に
関
心
を
抱
い
て
き
た
が
、
生
来
の
無
能
と
怠
惰
の
故
に
、
わ
ず
か
に
ガ
ル
ダ
ン
の
前
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

汗
国
支
配
権
セ
ン
ゲ
ω
曾
σ
q
σ
q
Φ
（
僧
額
、
僧
格
）
の
治
世
期
（
一
六
五
三
i
｝
六
七
〇
年
）
の
内
乱
に
つ
い
て
考
え
、
次
い
で
、
汗
国
の
建
設
者
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ゆ
コ

ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
じ
d
倒
げ
q
機
宮
9
同
期
叶
節
楓
己
昌
（
黒
鼠
爾
溜
咋
ム
窺
士
口
。
セ
ン
ゲ
の
父
、
カ
ラ
ク
ラ
の
子
）
の
治
繕
鰍
（
在
位
一
六
三
五
一
一
六
五
三
年
y
セ

　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

概
観
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
羽
田
明
氏
が
積
年
の
厄
魯
特
研
究
を
集
大
成
し
て
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
勃
興
の
側
面
を
解
明
さ
れ
、
多
大
の

啓
発
を
受
け
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
内
で
筆
巻
の
関
心
を
終
始
強
く
と
ら
え
て
離
さ
な
か
っ
た
の
は
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
治
世
期

に
当
り
、
　
＝
ハ
三
六
年
に
青
海
方
面
へ
進
出
し
、
つ
い
に
は
チ
ベ
ッ
ト
王
の
座
に
登
っ
た
（
一
六
四
二
年
目
グ
シ
汗
Ω
¢
際
×
9
1
嵩
（
顧
実
汗
）
の
存

在
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
の
時
期
の
グ
シ
汗
に
つ
い
て
は
、
チ
ベ
ッ
ト
史
料
か
ら
考
究
さ
れ
た
山
口
瑞
鳳
氏
の
労
作
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
解
明
し
つ
く
さ

れ
た
感
が
あ
る
が
、
青
海
進
出
以
前
の
グ
シ
汗
に
つ
い
て
は
、
さ
す
が
の
チ
ベ
ッ
ト
史
料
も
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
様
子
で
あ
り
、
事
情
は
中
国

史
料
と
て
も
岡
様
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
ま
で
の
グ
シ
汗
の
姿
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
と
す
ら
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
本
稿
は
一
七
世
紀
の
ロ

シ
ア
古
文
書
に
依
拠
し
て
、
そ
の
謎
を
幾
分
な
り
と
も
解
い
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
の
一
七
世
紀
ロ
シ
ア
の
古
文
書
碧
×
旧
欝
蟹
δ
識
0
3
、
ン
お
二
言
と
は
、
左
記
の
ロ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
史
料
集
に
収
録
さ
れ
た
も

の
を
い
う
。

　
　
一
）
箸
Ω
（
？
竃
9
｛
δ
誹
2
〈
堅
お
。
卓
δ
田
Φ
霞
凶
し
8
ア
同
0
。
。
⑦
．
∩
α
〇
三
塁
濤
9
ρ
ζ
窪
↓
o
じ
ご
・
∩
o
o
↓
■
戸
ヨ
冒
山
霊
3
、
．
雲
三
三
P
三
」
鵡
■
「
o
き
竃
㊤
＝
”
門
」
＼
劉
○
昌
？

　
　
8
℃
．
ヴ
、
剛
ρ
○
↓
じ
コ
．
℃
Φ
浮
」
き
訟
．
ω
㍉
δ
↓
M
（
毫
一
」
山
．
G
σ
．
望
。
露
0
吟
じ
6
■
ヨ
；
一
⑩
㎝
ρ
（
以
下
、
℃
三
ρ
β
日
と
略
称
）

　
　
℃
鴇
Ω
（
9
窓
○
＝
δ
誹
2
〈
甲
｛
の
。
葺
o
E
曾
雪
し
⑦
ω
？
μ
①
鰹
．
O
α
o
℃
差
歯
（
掴
2
蔓
護
①
轟
8
．
∩
o
o
↓
』
ビ
丼
門
。
謡
ぴ
7
§
♂
「
」
＼
圃
．
∩
器
g
℃
戸
ヨ
〈
・
○
ヨ
’
℃
鶏
．

　
　
冨
．
ぬ
、
ω
奉
弓
剛
臼
諸
搾
G
」
■
気
。
↓
δ
門
8
・
セ
r
お
謬
9
（
以
下
、
℃
竃
ρ
β
b
。
と
略
称
）

　
右
の
第
一
巻
は
拙
稿
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
し
の
基
本
史
料
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
折
、
そ
の
収
録
文
書
に
ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ

シ
ャ
国
楼
謎
製
織
（
「
k
栖
訂
ξ
同
）
、
ぞ
§
斜
辺
）
爵
Φ
満
X
k
＞
周
｛
鉾
剛
0
・
§
o
隅
岬
Y
諺
二
日
簿
（
越
奉
上
は
モ
ン
ゴ
ル
語
葺
）
・
普
〔
台
吉
〕
）
な
る
老
の
動
静
を
伝
え
た
も43　（875）



の
が
あ
り
、
編
者
ス
レ
サ
ル
チ
ュ
ク
氏
ら
は
こ
れ
を
巻
末
の
人
名
索
引
で
は
、
カ
ル
ム
ク
の
タ
イ
シ
ャ
と
注
記
す
る
に
す
ぎ
ず
、
具
体
的
に
素

性
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
筆
者
は
こ
れ
が
ホ
シ
ョ
ー
ト
×
○
鰍
α
α
（
和
碩
特
）
部
の
グ
シ
汗
か
と
疑
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
筆
者
の

関
心
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
長
カ
ラ
ク
ラ
そ
の
人
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
深
く
追
求
す
る
に
至
ら
な
い
ま
ま
、
ほ
ど
な
く
し
て
ロ
シ
ア
古
文
書

を
駆
使
し
た
ズ
ラ
ー
ト
キ
ン
著
『
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
史
』
（
耳
ぬ
．
ω
麸
三
韓
｛
層
＝
o
↓
o
勺
堅
田
〉
遷
再
巷
突
。
り
。
慈
＝
o
冨
Q
．
＄
ω
α
高
誤
。
。
‘
3
舶
お
①
偽
・

以
下
、
桑
弓
巣
×
と
略
称
）
が
現
わ
れ
て
、
そ
れ
を
読
む
と
、
ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
は
カ
ラ
ク
ラ
の
子
と
明
記
さ
れ
て
お
り
（
↓
碧
｝
】
（
ρ
。
、
一
、
℃
■
δ
O
）
、

い
さ
さ
か
冷
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
お
も
い
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
真
相
解
明
を
史
上
の
グ
シ
汗
の
最
も
華
々
し
い
活
動
時
期
の
文
書
を
収
録
す

る
予
定
の
史
料
集
続
巻
に
期
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
期
待
さ
れ
た
下
巻
は
よ
う
や
く
一
九
七
五
年
に
な
っ
て
筆
者
の
手
に
す
る
所
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
、
ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
が
同

じ
編
者
ス
レ
サ
ル
チ
ュ
ク
氏
ら
に
よ
っ
て
、
グ
シ
汗
そ
の
人
と
断
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
筆
者
も
同
書
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、

そ
の
断
定
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ズ
ラ
ー
ト
キ
ン
氏
の
誤
解
が
何
に
由
来
し
た
か
も
推
測
す
る
を
得

⑥
た
。　

ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
が
グ
シ
汗
で
あ
る
こ
と
は
さ
し
あ
た
り
次
の
常
例
を
挙
げ
る
だ
け
で
得
心
が
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
一
六
一
二
〇
年
十
二
月
六
日
付
の
ウ
フ
ァ
ー
網
3
餌
知
事
に
よ
る
使
節
庁
員
o
o
o
員
♂
o
曽
滋
遣
弓
椙
謬
器
宛
報
”
告
に
（
℃
蜜
○
”
↓
◎
H
”
h
O
匿
●
螺
O
・
○
◎
一
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ム
）

こ
の
年
八
月
二
日
以
前
に
ウ
フ
ァ
；
市
に
到
着
し
た
、
　
「
カ
ル
マ
ク
の
ウ
ル
ス
の
バ
イ
バ
ギ
シ
ェ
の
弟
ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
か
ら
器
蓉
㌣

り
聾
這
居
霞
｝
、
昌
o
o
切
○
日
蒸
熱
O
臼
。
嬌
旨
⑦
難
9
舘
鈴
。
目
医
嘱
詠
旨
辱
感
勲
諏
二
目
」
（
§
謬
）
の
カ
ル
ム
ク
人
使
者
に
対
す
る
当
市
で
の
待
遇
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
の
兄
に
当
る
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
が
、
グ
シ
汗
の
兄
バ
イ
バ
ガ
ス
切
勲
胤
σ
畠
霧
（
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

巴
鴎
斯
）
に
違
い
あ
る
ま
い
。

　
一
六
四
二
年
十
月
十
二
日
付
の
チ
ュ
メ
七
日
巴
ン
δ
国
び
知
事
に
よ
る
ト
ボ
リ
ス
ク
士
族
レ
ミ
ョ
ゾ
フ
寓
・
殉
霧
お
ω
o
q
d
宛
通
牒
（
℃
≧
9
↓
・
N

鋼
9
（
．
Z
9
沼
）
に
、
こ
の
年
十
月
八
日
に
カ
ル
ム
ク
か
ら
チ
ュ
メ
ニ
に
帰
っ
た
チ
ュ
メ
ニ
勤
務
の
ブ
ハ
ー
ラ
人
の
供
述
と
し
て
、
　
「
ク
ル
デ
ウ

44　（876）
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レ
ン
に
対
し
、
ム
ガ
ー
ル
か
ら
彼
の
弟
ク
シ
イ
ヨ
・
蚤
強
肩
塁
蕊
藍
建
、
碧
9
宥
。
8
醤
曽
昌
慧
」
（
旨
㎝
同
。
α
）
が
使
者
を
派
遣
し
て
来
た
、

と
の
一
節
が
見
え
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
ク
ル
デ
ウ
レ
ン
が
、
グ
シ
汗
の
次
兄
に
当
る
ク
ン
ド
μ
ン
腱
ウ
バ
シ
囚
σ
昌
α
α
δ
憐
σ
q
首
σ
9
際
（
昆
都
掃

烏
巴
什
）
で
あ
る
こ
と
は
毫
末
の
疑
い
も
な
胸
・
こ
の
一
節
は
・
当
時
ム
ギ
ル
即
ち
青
海
モ
ン
ゴ
ル
地
方
に
居
た
グ
シ
汗
が
・
タ
ル
バ
ガ
タ

イ
方
面
に
住
牧
す
る
ク
ン
ド
ロ
ン
に
使
者
を
派
遣
し
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
ロ
シ
ア
古
文
書
に
拠
っ
て
、
年
代
を
追
っ
て
グ
シ
汗
の
動
静
を
追
求
し
て
い
っ
て
み
よ
う
。

　
①
　
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
二
二
巻
四
号
、
京
都
、
一
九
六
四
年
）
　
　
　
　
イ
シ
ャ
が
カ
ラ
ク
ラ
の
子
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
も
の
と
お
も
う
。

　
②
　
「
セ
ン
ゲ
支
配
期
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
の
内
乱
」
　
（
『
遊
牧
社
会
史
探
究
』
第
四
　
　
　
　
　
　
な
お
、
ヨ
ρ
日
N
の
人
名
索
引
に
お
い
て
は
、
右
の
誤
り
は
是
正
さ
れ
、
ク

　
　
ニ
冊
、
東
京
、
一
九
七
〇
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
と
ク
イ
シ
ャ
は
別
項
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
因
に
、
で
乙
ρ
↓
■
一
の
人
名
索
引

　
③
「
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
発
展
」
（
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
＝
二
、
東
京
、
｝
九
七
　
　
に
は
分
類
上
の
不
正
確
さ
が
往
々
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
利
用
に
は
細
心
の
注
意

　
　
一
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
要
す
る
。
こ
れ
に
反
し
、
で
三
〇
噛
戸
卜
。
の
方
は
、
信
頼
の
置
け
る
出
来
栄
え
で

④
　
「
再
び
厄
魯
特
に
つ
い
て
ー
ジ
ュ
ソ
ガ
ル
王
国
勃
興
史
の
】
側
面
一
」
（
『
史
林
』

　
五
四
巻
四
号
、
京
都
、
　
九
七
一
年
）

⑤
　
「
顧
実
汗
の
チ
ベ
ッ
ト
支
配
に
至
る
経
緯
」
（
『
岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
』

　
所
収
、
東
京
、
一
九
六
三
年
）

⑥
　
℃
三
ρ
戸
同
の
人
名
索
引
に
、
一
く
覧
百
㌣
巨
ぎ
㊤
の
転
化
形
と
し
て
前
掲
の
如

　
ぎ
例
の
他
に
、
ζ
碁
－
↓
暮
暮
な
る
例
も
混
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
形
で
示
さ
れ

　
る
人
物
は
ク
イ
シ
ャ
と
は
無
関
係
の
別
人
で
あ
る
。
閏
身
岩
に
つ
い
て
は
、
勺
三
ρ

　
8
卜
。
層
h
g
p
客
。
・
逡
（
九
四
号
文
書
は
、
一
六
四
七
年
七
月
～
八
日
－
八
月
一
一
＝

　
日
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
ト
ム
ス
ク
知
事
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
庁
宛
報

　
告
で
あ
る
）
に
、
　
「
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
の
弟
ク
ラ
ズ
9
巧
慧
震
≡
9
鴛
天
｝
、
奉
」
（
拍

　
6
0
）
と
の
｝
句
が
あ
り
（
同
文
書
き
お
㎝
に
も
、
　
「
ク
ラ
は
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
の

　
弟
ξ
蕊
否
遷
慧
日
。
9
帥
↓
」
と
見
ゆ
）
、
こ
れ
を
以
て
す
れ
ば
、
ク
ラ
そ
の
人

　
は
、
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
（
聴
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
と
共
に
、
カ
ラ
ク
ラ
の

　
子
と
な
る
が
、
ズ
ラ
ー
ト
キ
ン
氏
に
あ
っ
て
は
、
ク
ラ
と
ク
イ
シ
ャ
を
同
一
人
物

　
視
し
た
索
引
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
た
め
、
ク
ラ
を
ク
イ
シ
ャ
に
言
い
換
え
て
、
ク

　
あ
り
、
異
書
刊
行
を
隔
て
る
一
五
年
間
の
学
問
的
蓄
積
が
窺
わ
れ
る
。

⑦
日
時
は
ロ
シ
ア
暦
に
従
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
暦
よ
り
後

　
れ
る
こ
と
｝
七
世
紀
に
お
い
て
は
十
日
で
あ
る
。

⑧
　
バ
イ
パ
ガ
ス
の
系
譜
を
、
西
域
同
文
志
巻
十
（
天
山
北
路
準
噛
爾
浦
人
名
四
、

　
漏
二
子
衛
拉
特
属
）
に
拠
っ
て
示
せ
ば
、
左
の
知
く
で
あ
る
。

　
　
×
缶
コ
a
コ
。
団
9
μ
×
o
コ
σ
q
く
。
戦
一

　
　
（
添
蕩
心
郵
辻
蔓
謬
）

⑨
　
9
頃
．
℃
三
ρ
ゴ
ト
ニ
噛
；
§
需
｝
δ
職
岬
属
（
き
鴛
2
ゲ

　
し
d
ρ
覧
び
9
《
帥
ω

　
（
舗
田
轟
薫
）

一
落
鴬
ロ
α
α
δ
郡
α
q
二
び
麟
警

　
（
紳
義
証
民
田
ま
、
）

一
O
駿
｛
×
窪
a
a
冨
覧
×
＝

　
（
蟹
賊
侶
壇
澱
［
瞬
霜
唱
）

一
N
霧
p
ρ
8
ヨ

　
（
鉾
醗
凝
諒
嘩
）

一
切
ロ
矯
p
ロ
。
α
×
o
冨

　
（
談
蚤
惑
蕪
翼
）

　
　
　
　
（
Ω
、
P
愈
邸
）
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グ
シ
汗
が
ロ
シ
ア
古
文
書
に
最
初
に
姿
を
見
せ
る
の
は
、
一
六
三
〇
年
五
月
に
使
節
庁
（
在
モ
ス
ク
ワ
）
で
作
成
さ
れ
た
ノ
ガ
イ
ー
タ
タ
ー
ル

人
ら
の
供
述
調
書
に
お
い
て
で
あ
る
（
剛
）
≧
ρ
↓
．
ど
鋼
9
〈
．
客
。
．
謡
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

　
タ
ラ
イ
旨
旨
イ
シ
ャ
、
憲
㍉
憲
箭
這
臥
口
巨
Q
と
グ
ム
シ
ャ
「
k
7
目
鶯
の
カ
ル
ム
ク
人
は
、
　
エ
ン
バ
蝉
δ
離
〔
川
〕
か
ら
ユ
ル
ゲ
ン
チ
δ
鷺
①
莞
の
方
向
へ
一

　
月
行
程
の
カ
ラ
ク
ム
ス
巷
。
、
圃
蔓
竃
に
遊
牧
し
て
い
る
。
（
』
・
ホ
～
魔
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
と
は
、
ド
ル
ベ
ン
ト
U
α
H
σ
α
◎
（
都
爾
伯
特
）
族
長
ダ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
U
巴
巴
盛
砂
際
（
達
頼
台
什
）

を
い
う
が
、
こ
れ
と
グ
ム
シ
ャ
即
ち
グ
シ
汗
と
が
遊
牧
す
る
カ
ラ
ク
ム
が
、
そ
こ
に
い
わ
れ
る
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
実
は

そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
カ
ラ
ク
ム
は
、
別
に
ロ
シ
ア
語
に
意
訳
し
て
チ
ェ
ル
ヌ
ィ
エ
湘
ペ
ス
キ
霞
Φ
℃
湿
田
㊦
目
①
舅
醤
（
黒
い
砂
）
と
も
呼
ば
れ
る

が
、
カ
ス
ピ
海
北
東
岸
か
ら
流
れ
出
る
エ
ン
バ
㊥
＆
簿
川
の
上
流
・
石
楼
域
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
（
∩
ζ
℃
三
ρ
弓
．
鮒
門
①
o
趨
巷
罵
．
固
。
Ω
臼
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご

k【

噬
ﾖ
謹
言
ひ
〔
6
ぢ
●
ω
ぬ
〕
）
。
　
従
っ
て
ア
ム
川
下
流
の
ウ
ル
ゲ
ン
チ
市
の
方
向
に
エ
ン
パ
川
か
ら
一
月
行
程
も
離
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
誇
張
な

い
し
は
不
正
確
に
な
ろ
う
（
9
幽
・
〉
↓
き
。
∩
O
O
℃
讐
3
口
⑩
切
㎝
い
ミ
訟
。
。
”
じ
σ
－
。
。
い
藤
）
Q

　
タ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
と
グ
シ
汗
が
当
時
こ
の
地
方
に
遊
牧
し
て
い
た
こ
と
は
誤
り
の
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
に
は
別
に
確
実
な
記
録
が
あ
る
。

即
ち
一
六
三
〇
年
に
タ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
か
ら
派
遣
さ
れ
て
モ
ス
ク
ワ
へ
来
た
使
者
の
供
述
に
よ
れ
ば
（
℃
三
〇
u
↓
．
ド
　
員
O
X
。
窯
O
．
圃
Q
Q
）
、

　
彼
ら
の
タ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
は
エ
ソ
バ
〔
川
〕
の
上
流
の
広
い
河
沿
い
の
土
地
チ
ェ
ル
ヌ
ィ
エ
皿
ペ
ス
キ
ー
ウ
ル
ゲ
ン
チ
の
近
く
一
に
、
自
分
の
子
供

　
達
と
遊
牧
し
て
い
る
。
（
小
館
）
タ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
と
共
に
、
近
く
に
彼
の
姻
戚
者
∩
じ
ロ
錠
（
血
縁
な
く
結
婚
に
よ
っ
て
生
じ
た
親
戚
関
係
の
義
－
筆
者

　
注
）
な
る
カ
ル
ム
ク
の
ド
ル
ゲ
チ
ー
タ
イ
シ
ャ
員
O
鷲
O
戸
ヨ
鳶
鏡
ぎ
ち
と
そ
の
弟
α
マ
鴛
グ
シ
ー
タ
イ
シ
ャ
門
冤
強
亭
↓
蝕
日
診
。
が
遊
牧
し
て
い
る
。
（
㍉
剛
・
b
。
僻
－

　
鱒
㎝
）

と
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
見
え
る
グ
シ
ー
タ
イ
シ
ャ
即
ち
グ
シ
汗
の
兄
に
当
る
ド
ル
ゲ
チ
ー
タ
イ
シ
ャ
と
は
、
ク
ン
ド
ロ
ン
謄
ウ
バ
シ
の
謂
に



ロシア史料より見たグシ汗の事績（若松）

相
違
な
い
と
お
も
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
人
は
、
　
『
パ
ク
サ
ム
ジ
ョ
ン
サ
ン
∪
℃
p
σ
q
σ
舞
旨
｝
冒
旨
σ
N
雪
』
に
よ
れ
ば
、
日
げ
β
日
着
一
昌
二
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

犀
げ
自
P
賦
ば
け
α
霞
σ
Q
Φ
o
ぼ
、
オ
イ
ラ
ト
史
料
『
ド
ル
ボ
ン
ー
オ
イ
ロ
ト
史
U
驚
げ
9
0
覧
同
。
巳
覧
⇔
け
9
ハ
。
』
（
一
七
三
七
年
医
師
。
旨
9
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ワ
ン
ー
シ
ェ
ラ
ブ
○
霧
窪
⑳
誇
ω
巴
9
撰
）
に
よ
れ
ば
、
日
φ
ヨ
ま
⑩
犀
脅
＆
δ
⇔
σ
q
＆
呂
σ
q
Φ
際
β
σ
騨
鰹
、
欽
定
外
藩
蒙
古
回
部
王
公
表
下
巻
八
十
、

青
海
厄
魯
特
部
総
伝
に
よ
れ
ば
、
都
爾
格
西
国
顔
と
号
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
右
の
如
く
、
デ
ル
、
、
ヘ
ー
ト
の
ダ
ラ
イ
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
ク
ン
ド
ロ
ン
、
グ
シ
ら
が
当
時
カ
ラ
ク
ム
に
居
た
の
も
、
オ
イ
ラ
ト
の
内
乱
が
原
因

で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
内
乱
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
で
取
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
れ

に
ゆ
ず
る
が
、
要
す
る
に
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
長
カ
ラ
ク
ラ
の
子
の
チ
ン
ー
タ
イ
シ
ャ
綴
鑓
竜
録
日
面
の
遺
産
を
め
ぐ
っ
て
、
一
六
二
五
年
よ
り

そ
の
兄
弟
の
チ
ョ
ク
ル
編
。
塁
℃
（
〈
O
α
犀
母
楚
庫
爾
）
、
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
田
鼠
ま
弩
隅
臼
両
機
イ
シ
ャ
の
間
に
紛
争
が
起
り
、
こ
れ
を
発
端
と
し

て
、
オ
イ
ラ
ト
族
全
体
が
巻
き
こ
ま
れ
る
内
乱
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
を
支
持
し
て
反
チ
ョ
ク
ル
派
連
合
を
構
成
し
た

の
が
、
前
記
の
ダ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
流
域
に
住
慨
す
る
ト
ル
ダ
ー
ト
部
長
ホ
皿
ウ
ル
リ
ュ
ク
ら
で
あ
り
、
一
方
の
チ
ョ
ク
ル
支
持

派
に
は
、
ハ
ン
デ
リ
ー
タ
イ
シ
ャ
、
ト
ル
グ
…
ト
の
メ
ル
ゲ
ン
ー
テ
メ
ネ
ら
が
あ
っ
た
。
内
乱
は
長
期
化
し
、
＝
ハ
三
〇
年
当
時
、
チ
ョ
ク
ル

支
持
派
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
な
お
前
途
の
予
断
は
つ
け
難
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　
ダ
ラ
イ
、
グ
シ
ら
が
カ
ラ
ク
ム
方
面
へ
現
わ
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
状
況
の
内
で
、
こ
の
方
面
に
い
た
と
お
も
わ
れ
る
チ
ョ
ク
ル
連
合
軍
を

追
撃
し
て
来
た
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
チ
ョ
ク
ル
誠
＠
Q
℃
、
メ
ル
ゲ
ソ
ー
ー
テ
メ
ネ
〉
、
6
鷺
皐
覧
門
①
竃
O
甲
お
二
、
ハ
ン
デ
リ
×
螢
甲
髭
①
℃
ぴ
に
向
か
っ
て
ヤ
イ
ク
ぬ
葺
（
〔
川
〕
（
蛙
ウ
ラ
ル
川
）
の
方
へ
、

　
タ
ラ
イ
と
グ
シ
「
k
言
。
二
の
カ
ル
マ
ク
の
大
兵
一
そ
の
数
一
万
以
上
－
が
来
て
、
チ
ョ
ク
ル
、
　
メ
ル
ゲ
ソ
匿
テ
メ
ネ
、
　
ハ
ン
デ
リ
の
多
数
の
部
民
を
殺
し

　
た
。
（
℃
≧
ρ
↓
レ
曽
》
9
（
■
窯
ρ
ミ
讐
”
タ
畠
）

　
同
じ
＝
学
理
〇
年
（
八
月
二
日
以
前
）
に
、
グ
シ
汗
か
ら
派
遣
さ
れ
て
ウ
フ
ァ
ー
市
に
来
た
使
者
が
、
ツ
ァ
ー
リ
の
謁
見
を
求
め
て
モ
ス
ク
ワ

へ
の
通
行
許
可
を
乞
う
た
の
も
（
℃
〉
声
O
u
、
弓
◎
H
》
　
旗
O
【
（
幽
G
Q
一
）
、
グ
シ
汗
が
ツ
ァ
ー
リ
か
ら
支
援
を
と
り
つ
け
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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と
こ
ろ
で
、
カ
ラ
ク
ム
へ
現
れ
る
以
前
ダ
ラ
イ
、
グ
シ
ら
が
ど
こ
に
い
た
の
か
を
問
題
に
し
て
み
よ
う
。
先
づ
ダ
ラ
イ
は
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
川

上
流
域
に
い
た
も
の
ら
し
い
。
一
六
三
〇
年
九
月
十
日
に
ウ
フ
ァ
…
か
ら
ダ
ラ
イ
ら
の
も
と
へ
派
遣
さ
れ
た
ロ
シ
ア
使
者
に
授
け
た
ウ
フ
ァ
ー

知
事
の
訓
令
の
内
に
、
ダ
ラ
イ
ら
に
申
渡
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
　
「
タ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
日
霞
蝕
毒
蝕
霞
曽
と
そ
の
子
ダ
ル
ゼ
イ
ー
タ

イ
シ
ャ
白
質
ω
憲
占
卜
霞
勢
、
及
び
こ
れ
ら
と
共
に
遊
牧
す
る
タ
イ
シ
ャ
ら
は
、
以
前
の
自
己
の
牧
地
た
る
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
上
流
域
に
墨
霞
㌘

℃
び
臭
O
b
5
0
踏
属
国
O
貞
O
鵠
凶
属
⇔
コ
ー
頃
娼
8
望
目
舞
湊
ゆ
O
℃
臼
醤
類
9
×
遊
牧
せ
よ
。
ヤ
イ
ク
下
流
域
、
エ
ン
バ
流
域
、
及
び
ト
ボ
ル
目
O
α
○
陶
流
域
に
遊
牧

す
る
勿
れ
」
（
℃
三
ρ
↓
」
’
h
9
（
．
累
9
。
。
さ
。
葡
自
．
ミ
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
知
ら
れ
よ
う
。
因
に
、
ダ
ラ
イ
は
一
六
三
七
年
に
死
亡
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
年
彼
の
遺
子
た
ち
が
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
上
流
ゆ
芝
垣
騒
口
。
浮
8
親
日
℃
に
遊
牧
し
て
い
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
（
剛
）
客
○
い
　
↓
．
b
◎
”
員
O
栄
■
名
O
．
鱒
M
）
。

　
次
に
グ
シ
汗
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
記
録
が
見
当
ら
な
い
。
た
だ
後
の
例
か
ら
判
断
す
る
と
、
彼
も
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
上
流
域
、

就
中
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
山
脈
方
面
に
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
　
タ
ー
ラ
8
螢
津
市
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
グ
シ
汗
の
使
者
を
送
還

す
る
た
め
、
グ
シ
汗
の
も
と
へ
派
遣
さ
れ
て
、
一
六
三
六
年
七
月
一
日
に
タ
ー
ラ
市
へ
帰
還
し
た
コ
サ
ッ
ク
隊
長
ス
テ
パ
γ
阻
ス
ク
ラ
ー
ト
フ

O
目
。
旨
鍵
O
お
、
唱
雪
。
頃
ら
の
報
告
に
、

　
彼
ら
（
ス
ク
ラ
ー
ト
フ
ら
）
は
ブ
ハ
ー
ラ
人
使
者
力
ー
ズ
ィ
イ
§
ω
竃
岬
（
送
還
さ
れ
た
グ
シ
汗
の
平
素
）
と
共
に
、
タ
ル
パ
ガ
タ
イ
山
脈
の
カ
ラ
バ
ザ
ル
川

　
の
地
で
甲
類
k
℃
o
・
五
日
。
竃
↓
①
℃
ヨ
α
肴
爲
Φ
－
一
6
ζ
Φ
葺
自
甲
露
℃
①
器
甲
虫
囲
く
⇔
で
⇔
α
き
ぞ
k
ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
に
出
合
い
、
ブ
旨
旨
ラ
人
使
者
を
彼
に
引

　
渡
し
た
。
（
勺
ヨ
ρ
↓
・
b
◎
●
油
O
界
窯
ρ
伊
』
．
㎝
①
）

と
あ
り
、
こ
の
地
方
に
グ
シ
汗
の
本
来
の
根
拠
地
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
因
に
ホ
シ
ョ
ー
ト
出
身
の
名
僧
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
が
、

チ
ベ
ッ
ト
で
の
修
業
を
終
え
て
、
　
一
六
三
九
年
オ
イ
ラ
ト
へ
帰
っ
て
来
た
と
き
、
最
初
に
身
を
寄
せ
た
の
が
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
バ
イ
バ
ガ
ス
の

長
子
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
（
鄙
斉
爾
図
含
吉
）
の
も
と
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
卯
年
（
琵
一
六
三
九
年
）
の
秋
帰
着
し
て
、
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
6
鍵
げ
幽
馨
鉱
の
ハ
ル
バ
が
図
霞
び
濃
欝
で
、
ナ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
○
三
尉
窪
ゆ
曙
蔦
の
側

　
　
　
　
　
　
④

　
で
冬
を
過
し
た
。
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と
あ
り
、
こ
れ
も
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
主
力
が
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
方
面
に
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ハ
ル
バ
ガ
と
は
、
乾
隆
内
府

輿
図
（
『
清
代
ム
統
地
図
』
、
国
防
研
究
院
・
中
華
大
典
編
印
影
重
印
、
台
北
、
民
国
五
五
年
）
の
科
布
多
和
屯
・
即
自
巴
喰
台
和
屯
図
（
八
九
一

九
〇
頁
）
に
見
え
る
、
塔
爾
巴
恰
台
阿
林
の
東
北
麓
に
当
る
恰
爾
巴
恰
喀
倫
（
西
三
十
三
i
西
三
十
五
。
喀
倫
は
田
鰻
の
義
）
方
面
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
さ
て
一
六
三
〇
掛
竿
ラ
ク
ム
に
現
わ
れ
た
グ
シ
汗
の
そ
の
後
の
消
息
を
辿
る
と
し
よ
う
。
ト
ル
ダ
ー
ト
族
長
〔
ホ
ー
－
〕
ウ
ル
リ
ュ
ク
の
も
と
へ

派
遣
さ
れ
て
一
六
三
二
年
チ
ュ
メ
ニ
に
帰
還
し
た
チ
ュ
メ
ニ
の
±
族
セ
ミ
ョ
ン
膣
ポ
ス
コ
チ
ン
O
o
ツ
δ
隣
嵩
。
舅
0
4
霞
ら
の
報
告
に
、
ウ
ル
リ

ュ
ク
か
ら
聞
い
た
情
報
と
し
て
、

　
チ
ュ
メ
ニ
の
近
く
ト
ボ
ル
川
沿
い
に
タ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
の
部
民
が
い
る
。
彼
ら
は
我
が
（
睦
ロ
シ
ア
の
）
貢
納
民
を
劫
掠
・
殺
害
・
拉
致
す
る
か
も
し
れ

　
な
い
。
ト
ボ
リ
ス
ク
郡
の
コ
ウ
ル
ダ
ク
郷
ズ
o
k
で
鋼
貴
憲
国
し
σ
o
旨
o
o
↓
ぴ
へ
攻
め
入
る
た
め
、
イ
シ
ム
ェ
E
剛
ま
の
子
ア
ブ
ラ
イ
＞
9
蝕
と
共
に
タ
ラ
イ
ー

　
タ
イ
シ
ャ
は
自
己
の
部
民
を
派
遣
し
た
が
、
今
ま
た
タ
ラ
イ
と
ク
シ
ェ
イ
穴
k
巳
Φ
呼
と
タ
イ
グ
シ
ェ
↓
箇
琴
蜜
睡
ー
タ
イ
シ
ャ
ら
は
攻
撃
の
た
め
自
己
の
部

　
罠
を
派
遣
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
。
ど
の
町
を
狙
う
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
セ
ミ
ョ
ン
ら
に
ウ
ル
リ
ュ
ク
ー
タ
イ
シ
ャ
は
述
べ
な
か
っ
た
。
（
℃
ヨ
ρ
↓
●
鮒

　
自
9
（
．
螺
ρ
㊤
距
き
H
O
ω
占
8
0
α
）

と
あ
り
、
こ
れ
よ
り
見
れ
ば
、
ダ
ラ
イ
・
グ
シ
汗
（
【
¢
霞
9
）
ら
は
当
時
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
川
の
支
流
ト
ボ
ル
川
流
域
に
姿
を
見
せ
た
ら
し
く
お
も

わ
れ
る
。
彼
ら
が
そ
の
後
果
し
て
ど
こ
か
の
町
へ
攻
撃
を
か
け
た
か
否
か
は
、
記
録
を
欠
く
よ
う
な
の
で
分
ら
な
い
。
ダ
ラ
イ
と
共
に
遊
牧
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
ア
ブ
ラ
イ
な
る
者
は
、
シ
ビ
ル
汗
国
最
後
の
汗
ク
チ
ュ
ム
緊
鞍
冒
（
一
五
九
八
年
頃
没
）
の
孫
に
当
る
が
、
シ
ビ
ル
汗
国
滅

亡
後
、
ク
チ
ェ
ム
の
子
ア
レ
イ
｝
器
鵠
、
ア
ジ
ム
跨
霞
竃
、
イ
シ
ム
隅
日
H
宏
ら
は
往
時
の
勢
威
を
回
復
す
べ
き
実
力
を
有
せ
ず
、
オ
イ
ラ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

王
侯
に
頼
っ
て
、
彼
ら
と
共
に
遊
牧
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
う
し
た
事
実
の
下
に
イ
シ
ム
の
子
ア
ブ
ラ
イ
が
ダ
ラ
イ
と
共
に
遊
牧

し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ご
次
に
グ
シ
汗
が
現
れ
る
の
は
、
二
六
三
四
年
で
あ
る
。
　
こ
の
年
、
　
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
上
流
右
岸
に
あ
る
塩
湖
と
し
て
名
高
い
ヤ
ム
ィ
シ
ュ
湖

49　（881）



賄
ン
黛
日
－
8
㊦
b
o
（
ぬ
苔
巨
Φ
。
コ
Ω
〈
o
①
）
へ
塩
の
採
取
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
ト
ボ
リ
ス
ク
皇
族
ミ
ハ
イ
ル
ー
ウ
シ
ャ
コ
フ
冨
題
目
自
網
巳
鎧
。
⇔
ゴ
ら
の
現

地
報
告
に
よ
れ
ば
、
ウ
シ
ャ
コ
フ
ら
は
八
月
一
日
湖
周
辺
に
設
営
以
来
、
十
二
日
聞
も
塩
の
積
込
み
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
、
そ
の
理
由
と
し

て
、　

な
ぜ
な
ら
、
塩
湖
の
方
ヘ
ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
ズ
愚
E
？
月
蝕
厳
曽
が
自
ら
の
ウ
ル
ス
の
カ
ル
マ
ク
人
ら
と
大
勢
の
タ
イ
シ
ャ
と
を
伴
っ
て
、
遊
牧
し
つ

　
　
っ
来
て
、
（
小
略
）
ヤ
ム
ィ
シ
ュ
塩
湖
に
カ
ル
マ
ク
人
の
甲
冑
武
士
胴
着
∈
瓢
美
一
幽
二
千
が
宿
営
し
た
か
ら
で
あ
る
。
　
（
℃
三
ρ
5
ド
h
9
（
’
劉
9
H
O
メ
』
．

　
認
）

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
グ
シ
汗
が
武
装
兵
多
数
を
具
し
て
ヤ
ム
ィ
シ
ュ
湖
へ
現
れ
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
か
つ
て
考
察
し
た

よ
う
に
、
こ
の
頃
ま
で
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
の
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
本
営
は
し
ば
し
ば
ヤ
ム
ィ
シ
ュ
湖
近
辺
に
置
か
れ
た
が
（
拙
稿
「
ヵ
ラ

ク
ラ
の
生
涯
」
、
参
照
）
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
グ
シ
汗
は
バ
ー
ト
ゥ
ル
と
直
接
的
に
接
触
す
る
必
．
要
撃
こ
の
方
面
へ
移
動
し
て
来
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
接
触
と
は
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
次
に
述
べ
る
一
六
三
四
年
の
冬
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
、
グ
シ
汗
、
ダ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ら

に
よ
っ
て
敢
行
さ
れ
た
カ
ザ
ー
フ
遠
征
と
関
係
す
る
も
の
で
、
つ
ま
り
、
こ
れ
に
合
流
す
る
た
め
に
上
記
の
グ
シ
汗
の
行
動
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
一
六
三
五
年
七
月
十
九
日
白
カ
ル
マ
ク
団
碧
寓
㊦
開
白
。
員
ン
髭
霞
幽
族
長
ア
バ
ク
公
塁
国
G
。
ぴ
諺
O
舅
よ
り
派
遣
さ
れ
て
ト
ボ
リ
ス
ク
に
到
着
し
た

そ
の
使
老
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
オ
イ
ラ
ト
の
カ
ザ
ー
フ
遠
征
に
つ
い
て
、
左
の
如
き
情
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
彼
ら
（
使
者
ら
）
が
白
カ
ル
マ
ク
に
い
た
と
き
、
ア
バ
ク
公
の
も
と
ヘ
ヤ
サ
ク
（
毛
皮
税
）
徴
収
の
た
め
、
黒
カ
ル
マ
ク
（
ー
オ
イ
ラ
ト
）
か
ら
三
十
人
程
が
来

　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
た
。
ま
た
同
じ
頃
、
黒
カ
ル
マ
ク
の
人
四
十
人
程
が
キ
ル
ギ
ズ
【
事
歴
鵠
¢
ヘ
ヤ
サ
ク
の
た
め
に
赴
い
た
。
ア
パ
ク
公
の
も
と
へ
来
た
黒
カ
ル
マ
ク
ら
が
書

　
う
に
、
黒
カ
ル
マ
ク
の
タ
イ
シ
ャ
ら
、
即
ち
タ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
↓
9
。
麸
等
愚
詠
日
。
。
、
コ
ン
タ
イ
弘
や
X
9
夢
判
罎
勉
、
ク
ジ
ー
タ
イ
シ
ャ
X
k
＞
【
§
肖
践
∈
鋤
、

　
及
び
ト
ウ
ル
．
コ
チ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
↓
o
》
、
鷲
。
・
［
。
、
海
亀
凪
帥
が
総
て
の
黒
カ
ル
マ
ク
を
伴
っ
て
、
今
冬
カ
ザ
ー
フ
ー
オ
ル
ダ
欝
窓
．
【
憲
。
℃
建
の
方
へ
凹
い

　
た
。
　
カ
ザ
ー
フ
ー
オ
ル
ダ
人
も
黒
カ
ル
マ
ク
に
向
か
っ
て
来
た
。
そ
し
て
黒
カ
ル
マ
ク
が
カ
ザ
ー
フ
ー
オ
ル
ダ
人
と
遭
遇
し
た
と
き
、
大
戦
闘
が
起
こ
つ
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た
。
黒
カ
ル
マ
ク
は
カ
ザ
…
フ
ー
ナ
ル
ダ
人
を
撃
破
し
、
後
者
か
ら
イ
シ
ム
一
＼
巨
儀
軌
竃
の
子
ヤ
ソ
ギ
ル
王
子
員
巷
①
じ
コ
＝
・
圃
ぬ
竃
『
も
を
捕
虜
に
し
た
。
イ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ム
と
は
カ
ザ
ー
フ
ー
オ
ル
ダ
で
王
毬
写
で
あ
っ
た
者
だ
が
、
そ
の
王
子
が
黒
土
ル
マ
ク
に
抑
留
中
で
あ
る
。

　
ま
た
別
の
黒
カ
ル
マ
ク
が
、
同
じ
タ
イ
シ
ャ
ら
、
つ
ま
り
タ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
ら
に
率
い
ら
れ
て
、
再
び
カ
ザ
ー
フ
ー
オ
ル
ダ
に
戦
端
を
開
い
た
。
（
【
）
ヨ
ρ

縛
ど
油
9
（
ら
客
9
お
9
。
、
鳶
舘
悼
＆
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
デ
ル
ベ
ー
ト
の
ダ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
（
匹
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
）
、
ク
ジ
ー
タ
イ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ヤ
こ
と
グ
シ
汗
ら
が
一
六
三
四
年
冬
以
来
、
カ
ザ
ー
フ
ー
オ
ル
ダ
の
ヤ
ン
ギ
ル
王
子
こ
と
カ
ザ
ー
フ
大
樹
ル
ダ
の
汗
ジ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
匂
尋
餌
㌣

σq

`
（
在
位
＝
ハ
ニ
九
1
八
○
年
）
に
対
し
遠
征
し
、
こ
れ
を
撃
破
し
て
、
ジ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
自
身
を
捕
え
た
上
、
さ
ら
に
多
分
一
六
三
五
年
夏
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
、
前
記
の
タ
イ
シ
ャ
ら
が
陣
容
を
整
え
て
、
再
度
カ
ザ
…
フ
に
対
し
戦
端
を
開
い
た
も
の
と
お
も
う
。

　
以
上
が
℃
寓
ρ
5
H
か
ら
見
た
グ
シ
汗
の
お
お
よ
そ
の
動
静
で
あ
る
。

①
　
山
口
、
前
掲
論
文
、
注
（
5
7
）
、
参
照
。

②
b
d
凶
。
σ
q
冨
℃
ヶ
《
9
0
醸
僧
憎
磐
α
一
富
ヨ
9
鎚
け
O
冨
冨
。
8
「
ω
（
O
o
弓
諺
の
。
早

　
讐
。
議
ヨ
竃
。
コ
σ
q
o
δ
毎
5
甫
。
ヨ
酷
く
幽
思
霧
9
0
巳
塁
も
。
i
。
。
’
d
一
髭
σ
霧
。
『
曜
お
①
刈
■

　
眞
洲
い
ゆ
O
勺
伴
暴
欝
y
や
“
9

③
『
ザ
ヤ
㌧
ハ
ン
デ
ィ
丁
丁
』
に
よ
る
と
、
ザ
ヤ
ー
パ
ソ
デ
ィ
タ
が
ト
ル
ダ
ー
ト

　
へ
巡
錫
し
た
折
、

　
　
そ
の
申
年
（
臆
ニ
ハ
五
六
年
）
の
冬
、
ド
ル
ベ
ー
ト
の
ト
イ
ソ
↓
o
旨
昌
の
も
と

　
　
で
、
ハ
ラ
フ
ム
単
離
㊤
邑
ヨ
で
冬
を
過
し
た
。
（
O
ロ
ロ
↓
讐
H
G
。
鉛
）

　
と
あ
り
、
ト
イ
ソ
（
托
音
）
は
、
ダ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
の
第
三
子
と
考
え
ら
れ
（
西
域

　
同
文
志
巻
九
、
都
邑
堅
剛
芝
蝦
特
属
）
、
父
の
後
を
受
け
て
デ
ル
ベ
ー
ト
族
長
に
な

　
つ
た
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
｝
六
五
六
年
に
カ
ラ
ク
ム
に
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

　
デ
ル
ベ
…
ト
の
主
力
は
結
局
こ
の
方
面
に
移
牧
し
た
と
み
ら
れ
る
。

④
∩
o
コ
↓
”
ω
炉
な
お
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
蒙
古
ラ

　
マ
教
史
上
の
二
人
の
弘
法
者
ー
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ソ
と
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
ー
」

　
（
『
史
林
』
五
山
ハ
巻
一
口
写
、
　
　
九
七
　
二
年
）
、
参
照
。

⑤
℃
乙
ρ
戸
ど
「
自
警
δ
（
∩
ぢ
■
ω
O
噴
Y

⑥
イ
シ
ム
と
オ
イ
ラ
ト
王
侯
と
の
闘
係
を
＝
目
す
る
と
、
一
六
二
〇
年
十
月
十
六

　
日
付
ウ
ー
フ
ァ
の
通
事
プ
ヤ
ト
ゥ
ン
カ
ー
ー
セ
ミ
ョ
…
ノ
ブ
　
頃
由
緒
田
B
6
⑤
ζ
2
δ
切

　
の
供
述
書
に
よ
れ
ば
、
イ
シ
ム
は
（
ト
ル
ダ
ー
ト
の
）
ウ
ル
リ
ュ
ク
の
娘
と
離
婚

　
し
、
「
今
イ
シ
ム
王
子
＝
E
；
〒
琶
唱
雷
莞
は
結
婚
し
、
（
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
）
バ
イ
バ

　
ギ
シ
ュ
・
チ
ュ
ク
ル
ー
タ
イ
チ
の
実
妹
（
姉
～
）
℃
o
零
露
8
6
↓
9
を
嬰
つ
た
」

　
（
一
）
7
一
〇
唖
　
↓
噛
　
一
▼
　
油
O
因
．
　
ソ
阿
O
■
　
㎝
O
．
　
議
■
　
卜
。
㊤
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
　
こ
れ
よ
り
す
れ

　
ば
、
イ
シ
ム
は
ジ
臥
ン
ガ
ル
の
バ
；
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
（
．
ハ
イ
バ
ギ
シ
ュ
、

　
チ
ュ
ク
ル
の
兄
）
と
義
兄
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

⑦
　
　
『
清
栄
一
統
地
図
』
六
九
－
七
〇
頁
、
西
三
十
｝
1
西
三
十
二
に
見
え
る
達
布

　
孫
涼
爾
（
尉
）
P
げ
煽
ω
＝
＝
　
5
0
同
）
で
あ
る
。
ヤ
ム
ィ
シ
ュ
湖
は
、
塩
の
採
取
地
と
し
て

　
の
他
に
、
ロ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
貿
易
の
互
市
場
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
。
　
二

　
七
障
紀
二
〇
年
代
か
ら
、
塩
を
求
め
て
こ
の
湖
ヘ
シ
ベ
リ
ア
の
勤
務
人
が
定
期
的

51 （883）



　
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
（
朝
議
八
百
人
未
満
）
。
而
し
て
そ
の
塩
は
俸
給
支
払
い
に

　
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
勤
務
人
と
共
に
商
人
も
赴
き
、
こ
の
地
で
ブ
ハ
ー

　
ラ
人
商
人
（
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
商
人
一
筆
者
注
）
、
オ
イ
ラ
ト
人
、

　
モ
ン
ゴ
ル
入
と
盛
ん
に
バ
ー
タ
ー
貿
易
を
行
な
っ
た
。
ヤ
ム
ィ
シ
ュ
の
定
期
市
で

　
支
配
的
地
位
を
占
め
た
の
が
中
国
商
晶
で
あ
っ
た
。
し
か
し
貿
易
は
、
《
多
く
の
カ

　
ル
マ
ク
人
》
の
牧
地
と
接
近
し
て
い
た
た
め
、
し
ば
し
ば
中
断
さ
れ
た
」
（
℃
寓
ρ

　
，
b
3
噛
。
ぢ
9
凸
P
目
導
豪
■
Q
。
噌
属
油
9
（
噛
累
ρ
α
）
。

⑧
　
｛
七
世
紀
の
ロ
シ
ア
文
書
で
は
、
オ
イ
ラ
ト
を
黒
カ
ル
マ
ク
と
称
し
た
の
に
対

　
し
て
、
オ
ビ
川
西
岸
流
域
、
ア
ル
タ
イ
北
麓
地
方
の
テ
レ
ウ
ト
族
↓
o
器
｝
、
円
露
（
テ

　
レ
ン
グ
ト
族
↓
o
き
｝
弓
博
8
を
白
カ
ル
マ
ク
と
称
し
た
。

⑨
白
カ
ル
マ
ク
か
ら
ヤ
サ
ク
を
徴
収
す
る
権
利
を
握
っ
て
い
た
の
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル

　
部
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
当
時
の
史
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
や
や

　
後
の
一
六
四
七
年
に
ト
ム
ス
ク
に
来
た
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ソ
タ
イ
ジ
の
使
者
の
言

　
に
よ
る
と
、
　
「
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
は
強
目
ル
マ
ク
へ
、
ロ
カ
公
｝
9
器
7
開
く
。
塁
（
”
ア

　
バ
ク
公
の
子
困
〈
9
B
＞
α
錠
。
じ
び
。
父
の
死
後
を
承
け
て
白
カ
ル
マ
ク
族
長
と
な
っ
て

　
い
た
）
と
マ
チ
ク
三
飴
．
壽
ハ
〔
公
〕
の
も
と
へ
、
ヤ
サ
ク
を
集
め
る
た
め
、
自
己
の

　
弟
チ
ョ
ク
ル
の
妻
な
る
シ
ラ
睦
ウ
ル
マ
ヨ
毛
㌣
＜
℃
γ
欝
と
自
己
の
ウ
ル
ス
の
民
三

　
百
人
を
派
遣
し
た
」
（
て
㌘
一
〇
噛
　
↓
「
　
N
冒
　
激
〇
四
「
　
ズ
O
’
　
Φ
蒔
暫
　
諏
’
　
H
o
Q
Φ
）
と
い
う
記
事
が
あ

　
る
。

⑩
　
や
は
り
ジ
ュ
γ
ガ
ル
都
が
キ
ル
ギ
ズ
の
ヤ
サ
ク
徴
晶
収
権
を
仙
狩
っ
て
い
た
よ
う
で

　
あ
る
。
キ
ル
ギ
ズ
は
当
晦
ア
バ
カ
ン
》
曾
【
ハ
養
川
を
中
心
に
、
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
上

　
流
域
に
住
牧
し
た
が
、
当
地
の
有
力
な
キ
ル
ギ
ズ
公
タ
ブ
ソ
↓
a
葦
・
イ
ゼ
ル
チ

　
ェ
イ
＝
ω
6
席
雷
兄
弟
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
カ
ラ
ク
ラ
の
（
姉
）
妹
を
轟
と
し
た
。
而

　
し
て
こ
の
タ
ブ
ン
ら
の
母
に
つ
い
て
、
一
六
三
八
年
九
月
二
十
二
賢
に
ベ
ー
ル
ゥ

　
イ
甜
ミ
ュ
ス
窃
雪
孟
岬
〉
言
δ
∩
川
（
チ
ュ
ル
ゥ
イ
ム
讃
着
7
暑
川
の
上
流
）
に
い
た

　
タ
ブ
ソ
公
と
そ
の
母
ア
バ
カ
イ
公
妃
ま
突
慈
奇
話
二
二
ら
の
も
と
に
立
野
つ
た

　
ト
ム
ス
ク
の
使
者
（
こ
の
使
者
は
本
来
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ル
ト
ゥ
ソ
汗
》
≒
ぴ
【
〒
k
m
一
”

　
へ
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
の
報
告
に
、

　
　
公
妃
ア
バ
カ
イ
塁
勇
＝
蕗
＞
O
契
葺
は
、
黒
山
ル
マ
ク
族
で
、
カ
ラ
ク
ラ
の

　
　
（
姉
）
妹
碁
冨
リ
メ
餐
塁
8
自
ヨ
で
あ
る
が
、
全
キ
ル
ギ
ズ
を
支
配
し
て
い
る
、

　
　
（
で
三
〇
℃
　
↓
，
　
b
Ω
魑
　
h
O
尻
．
　
り
例
O
’
　
鱒
Q
Q
”
　
』
・
　
H
Φ
）

　
と
あ
り
、
ま
た
、

　
　
ア
バ
カ
イ
公
妃
と
そ
の
子
等
ブ
ソ
に
キ
ル
ギ
ズ
は
従
っ
て
い
る
9
七
曜
鎗
自
。

　
　
（
↓
鉛
竃
》
宍
①
”
旨
．
　
↑
刈
）

　
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
カ
ラ
ク
ラ
と
キ
ル
ギ
ズ
公
と
の
姻
戚
闘
係
等
か
ら

　
考
え
る
と
、
キ
ル
ギ
ズ
の
オ
イ
ラ
ト
へ
の
従
属
は
カ
ラ
ク
ラ
の
姿
煮
で
あ
っ
た
よ

　
う
に
お
も
わ
れ
る
。

⑪
　
こ
の
会
戦
以
前
に
イ
シ
ム
汗
H
ω
ε
韓
内
げ
斜
p
は
死
没
し
て
い
る
。
在
位
一
五

　
九
八
i
一
六
二
八
年
（
9
♂
二
瀬
。
℃
話
閃
く
き
譲
6
蓉
津
O
O
O
で
り
5
ド
》
夢
凶
苧
》
↓
ρ

　
ち
㎝
メ
q
℃
．
寄
α
）
。

⑫
当
時
の
ロ
シ
ア
の
暦
法
で
は
、
年
初
を
九
月
一
日
に
置
い
た
の
で
、
前
掲
文
書

　
に
「
今
冬
」
と
あ
っ
て
も
、
グ
レ
ゴ
リ
…
暦
で
い
え
ば
、
前
年
（
一
六
三
四
年
）
冬

　
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑬
　
こ
の
戦
い
の
結
末
に
つ
い
て
は
よ
く
分
ら
な
い
。
但
し
ジ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
汗
は

　
後
カ
ザ
ー
フ
へ
生
還
し
、
一
六
四
三
年
に
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ソ
タ
イ
ジ
と
ホ
シ

　
ョ
ー
ト
勢
の
ア
ブ
ラ
イ
ー
タ
イ
ジ
・
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
ら
の
連
合
軍
と
戦
っ

　
て
、
今
度
は
こ
れ
に
敗
北
を
喫
せ
し
め
た
。
オ
イ
ラ
ト
軍
の
敗
北
の
原
霞
に
は
、

　
ナ
イ
ラ
ト
王
侯
間
の
不
和
が
介
在
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
掴

　
稿
「
セ
ソ
ゲ
支
配
期
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
圏
の
内
乱
」
（
『
遊
牧
社
ム
経
史
探
究
』
仙
弟
四

　
二
冊
…
、
　
　
九
七
〇
年
。
特
に
注
一
八
）
、
参
照
。
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ロシア史料より見たグシ汗の事績（若松）

二

　
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
グ
シ
汗
の
兄
バ
イ
バ
ガ
ス
に
関
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
バ
イ
バ
ガ
ス
は
汗
と
号

し
て
、
オ
イ
ラ
ト
の
最
有
力
老
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
（
尤
も
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
カ
ラ
ク
ラ
の
台
頭
の
前
に
そ
の
地
位
は
脅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
）
。
そ
も
そ
も
汗
の
地
位
は
、
バ
イ
バ
ガ
ス
の
祖
父
ボ
バ
イ
ー
ミ
ル
ザ
切
。
σ
巴
導
貯
塁
（
博
貝
密
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

哨
）
が
初
め
て
オ
イ
ラ
ト
汗
（
衛
拉
特
汗
）
と
称
し
て
以
来
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
バ
イ
バ
ガ
ス
の
父
ハ
ナ
イ
ー
ノ
ヨ
ン
罰
ホ
ン
ゴ
ル
を
へ
て
バ
イ

バ
ガ
ス
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
バ
イ
パ
ガ
ス
が
ロ
シ
ア
古
文
書
で
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ズ

ラ
ー
ト
キ
ン
著
『
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
史
』
に
よ
れ
ば
、
一
七
世
紀
の
二
〇
一
三
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
文
書
に
は
、
一
つ
と
て
バ
イ
バ
ガ
ス
の
名
に

言
及
し
た
も
の
が
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
（
で
日
〉
艮
』
同
℃
．
に
O
）
、
と
述
べ
て
あ
る
が
、
筆
者
は
以
下
に
取
り
上
げ
る
文
書
は
バ
イ
バ

ガ
ス
に
言
及
し
た
も
の
と
お
も
う
。

　
そ
の
第
｝
は
、
ウ
ー
フ
ァ
官
衙
の
通
事
プ
ヤ
ト
ゥ
ニ
カ
ー
ー
セ
ミ
ョ
ー
ノ
ブ
穿
δ
寓
畏
帥
○
Φ
竃
嵩
。
尉
が
カ
ル
ム
ク
の
バ
イ
バ
ギ
シ
ェ
ー
タ
イ

シ
ャ
の
ウ
ル
ス
か
ら
帰
っ
た
直
後
、
一
六
二
〇
年
十
月
十
六
日
に
ウ
ー
フ
ァ
で
訊
問
に
答
え
た
そ
の
供
述
に
よ
れ
ば
、

　
訊
問
に
お
い
て
通
事
プ
ヤ
ト
ゥ
ニ
カ
皿
セ
ミ
ョ
ー
ノ
ブ
は
以
下
の
如
く
述
べ
た
。
彼
が
カ
ル
マ
ク
人
ら
か
ら
聞
い
た
所
に
よ
れ
ば
、
昨
年
、
カ
ル
マ
ク
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）

　
方
ヘ
カ
ザ
ー
フ
ー
オ
ル
ダ
の
イ
シ
ム
王
猿
手
ま
－
尽
℃
げ
が
攻
め
て
来
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
も
と
ヘ
カ
ル
マ
ク
の
タ
イ
チ
ャ
ら
が
和
平
の
使
節
を
送
っ
た
た

　
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
カ
ル
マ
ク
使
節
が
イ
シ
ム
王
の
も
と
に
い
た
ま
さ
に
そ
の
時
分
に
、
カ
ル
マ
ク
兵
が
到
来
し
て
、
イ
シ
ム
王
の
ウ
ル
ス
の
民
を
攻
撃
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）

　
た
。
そ
こ
で
イ
シ
ム
王
は
カ
ル
マ
ク
使
節
を
殺
す
よ
う
命
じ
た
。
使
節
を
殺
し
、
唐
己
の
民
を
集
め
て
、
カ
ル
マ
ク
の
タ
イ
チ
ャ
ニ
人
と
多
く
の
人
を
殺
害

　
し
た
。

　
　
そ
し
て
今
年
、
カ
ル
マ
ク
人
の
帰
還
を
前
に
し
て
、
カ
ル
マ
ク
人
の
方
ヘ
ア
ル
ト
ゥ
ソ
王
〉
陶
凄
霞
直
謝
ぴ
の
兵
が
到
来
し
、
単
一
ル
マ
ク
人
と
カ
ル
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）

　
ク
ー
ウ
ル
ス
を
攻
め
て
、
多
く
の
人
を
殺
害
し
、
タ
イ
チ
ャ
ニ
人
を
捕
虜
に
し
た
。
三
人
め
の
タ
イ
チ
ャ
な
る
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
弟
テ
グ
ル
チ
ェ
イ
皿
ウ
テ
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ク
⑦
塾
α
讐
嬬
日
Φ
己
σ
α
℃
艶
↓
↓
Φ
門
k
℃
綴
Φ
邸
賓
↓
2
（
は
、
プ
ヤ
ト
ゥ
ニ
カ
の
滞
在
中
、
兄
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
の
方
へ
そ
の
牧
地
へ
逃
れ
て
来
た
。
（
で
ン
詠
ρ
β
封

　
覚
9
｛
「
累
ρ
㎝
O
気
圃
9
b
⊃
刈
）

と
あ
り
、
こ
こ
に
見
え
る
パ
イ
バ
ギ
シ
ュ
が
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
バ
イ
パ
ガ
ス
に
、
そ
の
弟
の
テ
グ
ル
チ
ェ
イ
目
ウ
テ
ク
が
O
α
昌
α
q
Φ
9
嘗
げ
節
怒
の

詑
伝
で
、
ク
ン
ド
ロ
ン
腫
ウ
バ
シ
そ
の
人
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
は
ズ
ラ
ー
ト
キ
ン
氏
も
こ
の
文
書
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

但
し
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
を
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
カ
ラ
ク
ラ
の
子
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
方
に
と
っ
て
い
る
（
ぼ
員
受
込
6
ぢ
．
H
出
）
。
筆
老
は
そ
の
見
解
に
与
し

　
　
　
　
　
　
③

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
上
記
の
史
料
の
意
味
す
る
所
は
、
＝
ハ
ニ
○
年
八
月
末
ま
で
に
（
暦
法
上
、
昨
年
と
は
、
一
六
一
九
年
九
月
一
日
一
一
六
二
〇

年
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
る
）
、
オ
イ
ラ
ト
軍
が
カ
ザ
ー
フ
大
オ
ル
ダ
の
イ
シ
ム
汗
H
の
三
ヨ
犀
げ
磐
（
在
位
｝
五
九
八
一
一
六
二
八
年
）
を
不
意
討
r

し
た
が
、
や
が
て
後
者
か
ら
逆
襲
を
う
け
、
た
め
に
オ
イ
ラ
ト
側
は
タ
イ
シ
ャ
判
人
の
戦
死
を
含
め
、
大
敗
北
を
喫
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
今

年
、
即
ち
＝
ハ
ニ
○
年
九
月
一
日
以
降
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
ブ
の
供
述
の
あ
っ
た
十
月
十
六
臼
ま
で
の
間
に
、
オ
イ
ラ
ト
軍
の
帰
還
に
先
立
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

外
モ
ン
ゴ
ル
の
ジ
ャ
サ
ク
ト
ゥ
汗
部
の
強
盛
で
、
ナ
イ
ラ
ト
の
宿
敵
で
あ
っ
た
ア
ル
ト
ゥ
ン
汗
の
軍
が
、
好
機
と
ば
か
り
に
、
オ
イ
ラ
ト
に
攻

め
入
り
、
オ
イ
ラ
ト
側
は
二
人
の
タ
イ
シ
ャ
が
捕
虜
に
な
る
な
ど
、
大
損
害
を
蒙
っ
た
。
こ
の
と
き
ク
ン
ド
ロ
ン
謄
ウ
バ
シ
は
兄
バ
イ
バ
ガ
ス

の
も
と
へ
敗
走
し
た
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
一
六
一
一
〇
年
十
月
二
十
三
日
－
十
一
月
二
十
八
日
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
ウ
ー
フ
ァ
知
事
の
使
節
庁
宛
報
告
（
て
三
ρ

↓
．
封
紮
9
＾
・
翼
ρ
認
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
本
文
書
は
、
主
と
し
て
前
記
の
セ
ミ
ョ
ー
ノ
ブ
の
使
節
の
始
末
を
モ
ス
ク
ワ
の
使
節
庁
へ
報
告
し
た

も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
の
本
来
の
使
命
は
、
カ
ル
ム
ク
人
の
間
に
抑
留
さ
れ
て
い
る
バ
シ
ュ
キ
ー
ル
人
捕
虜
の

送
還
を
交
渉
す
る
に
あ
っ
た
。
ま
ず
セ
ミ
ョ
ー
ノ
ブ
一
行
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

　
イ
シ
ム
碁
自
ζ
・
イ
ル
テ
ィ
シ
ェ
の
上
流
で
カ
ル
マ
ク
の
牧
地
に
到
達
し
た
。
そ
こ
に
カ
ル
マ
ク
の
タ
イ
チ
ャ
ー
パ
イ
バ
ギ
シ
ュ
が
遊
牧
し
て
い
た
。
（
知
9
〈
・

　
署
ρ
認
唱
斧
誌
ム
㊤
）
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と
い
う
。
イ
シ
ム
川
は
、
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
川
の
左
支
流
で
、
ト
ボ
リ
ス
ク
と
タ
ー
ラ
の
中
間
辺
り
で
こ
れ
に
注
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
川
上

流
の
間
の
地
に
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
は
遊
牧
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
・
な
お
別
に
、
こ
の
年
十
月
二
十
三
日
に
、
カ
ル
ム
ク
の
虜
囚
か
ら
チ
ュ
メ
ニ

へ
逃
れ
て
来
た
チ
ュ
メ
ニ
勤
務
の
タ
タ
ー
ル
人
ら
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
　
「
全
カ
ル
マ
ク
人
が
カ
ム
ィ
シ
ュ
ロ
フ
緊
9
。
ま
下
司
畠
沿
岸
に
遊
牧
し

て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
を
ア
ル
ト
ゥ
ン
王
跨
自
ぴ
乗
出
壱
げ
の
民
が
圧
迫
し
て
い
る
か
ら
だ
」
（
て
≧
ρ
↓
●
ど
石
門
（
．
累
ρ
β
㍉
野
置
G
。
o
◎
）

と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
カ
ム
ィ
シ
ュ
ロ
フ
川
は
、
や
は
り
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
川
の
左
支
流
で
、
そ
の
河
口
か
ら
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
川
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

潮
上
す
る
こ
と
一
日
に
し
て
オ
ミ
9
解
川
の
河
口
（
一
七
一
六
年
こ
の
河
口
に
オ
ム
ス
ク
○
竃
貧
早
寒
置
）
に
到
る
と
い
う
位
置
に
あ
る
。
要

す
る
に
、
オ
ム
ス
ク
に
近
く
、
カ
ム
ィ
シ
ュ
ロ
フ
川
流
域
に
バ
イ
バ
ガ
ス
は
じ
め
、
オ
イ
ラ
ト
の
主
力
が
遊
牧
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
か
く

も
オ
イ
ラ
ト
が
北
上
し
た
の
も
、
主
と
し
て
ア
ル
ト
ゥ
ン
汗
と
、
さ
ら
に
は
カ
ザ
ー
フ
大
オ
ル
ダ
と
か
ら
、
東
西
か
ら
圧
迫
を
受
け
た
が
た
め

で
あ
ろ
う
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
セ
ミ
ョ
ー
ノ
ブ
は
、
バ
イ
パ
ガ
ス
と
会
見
し
、
カ
ル
ム
ク
人
が
ウ
ー
フ
ァ
管
下
の
バ
シ
ュ
キ
ー
ル
郷
へ
侵
入
し
て
、
多
数
の
バ
シ
ュ
キ

ー
ル
人
を
殺
害
し
、
そ
の
妻
子
を
拉
致
し
た
こ
と
を
責
め
、
拉
致
さ
れ
た
者
の
送
還
と
、
今
後
こ
う
し
た
行
為
の
再
発
防
止
の
誓
約
を
求
め
た

（℃

O
ρ
↓
．
押
き
【
〈
り
累
ρ
㎝
b
。
、
潮
お
）
。
こ
の
よ
う
な
申
入
れ
を
受
け
て
か
ら
パ
イ
バ
ガ
ス
は
次
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）

　
　
〔
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
は
〕
以
下
の
タ
イ
チ
ャ
ら
、
即
ち
タ
ラ
イ
↓
o
詣
慧
と
ウ
ル
リ
ュ
ク
望
℃
謡
。
剛
（
と
チ
ョ
ク
ル
戸
【
9
蔓
唱
の
方
へ
通
知
を
送
っ
た
。
次
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）

　
こ
れ
ら
の
者
の
間
で
、
チ
ュ
ク
ル
ー
タ
イ
チ
ャ
の
も
と
で
集
会
。
げ
Φ
畏
が
開
か
れ
、
以
下
の
如
く
約
定
泪
。
「
o
c
」
o
℃
が
出
来
た
。
　
「
パ
シ
ュ
キ
ー
ル
人
捕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ア
　
リ

　
虜
を
捜
索
し
て
送
還
す
る
。
今
後
陛
下
の
バ
シ
ュ
キ
ー
ル
郷
に
侵
攻
し
な
い
。
獣
猟
の
さ
い
、
バ
シ
ュ
キ
ー
ル
人
を
殺
害
し
た
り
、
掠
奪
し
た
り
し
な
い
。

　
い
か
な
る
悪
事
も
犯
さ
な
い
。
陛
下
の
高
き
御
手
の
下
に
入
る
」
（
↓
自
。
竃
美
ρ
』
．
お
鋤
）

　
こ
こ
に
い
う
タ
ラ
イ
が
デ
ル
ベ
ー
ト
部
長
ダ
ラ
イ
日
置
イ
シ
に
、
ウ
ル
リ
ェ
ク
が
ト
ル
ダ
ー
ト
部
長
ホ
翻
ウ
ル
リ
ェ
ク
に
、
チ
ョ
ク
ル
が
ジ

ュ
ン
ガ
ル
部
長
カ
ラ
ク
ラ
の
子
チ
ョ
ク
ル
に
当
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）

　
こ
の
結
果
、
　
「
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
ー
タ
イ
チ
ャ
は
、
全
タ
イ
チ
ャ
の
約
定
に
従
っ
て
陛
下
の
方
へ
、
嘆
願
す
る
た
め
、
カ
ル
マ
ク
使
老
を
派
遣
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し
た
」
（
闘
、
¢
竃
　
｝
訳
①
”
鼠
．
ゆ
い
⊃
）
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
こ
の
使
者
一
行
は
一
六
二
〇
年
十
月
十
九
日
ウ
ー
フ
ァ
に
到
着
し
た
。
次
い
で
黄
老
ら
は
十

月
二
十
三
日
ウ
ー
フ
ァ
知
事
の
面
前
に
引
き
出
さ
れ
、
そ
の
場
で
、
上
記
の
約
定
の
遵
守
を
、
タ
イ
シ
ャ
ら
の
名
に
お
い
て
代
理
宣
誓
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）

　
　
〔
使
者
ら
は
〕
自
己
の
タ
イ
チ
ャ
、
即
ち
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
と
タ
ラ
イ
と
チ
ョ
ク
ル
と
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
弟
テ
ユ
グ
ル
チ
ェ
イ
切
蝕
α
舘
晒
屋
①
じ
。
9
墨
黒
，
δ
男
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
）

　
ゆ
．
灸
疎
と
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
子
ア
ル
ケ
ル
切
ρ
こ
誹
α
宥
洲
自
ゆ
じ
コ
∩
ぴ
【
踏
〉
穣
ハ
頸
と
全
タ
イ
チ
ャ
、
並
び
に
イ
シ
ム
王
子
マ
【
浸
【
上
之
ぞ
ω
切
即
嶺
、
及
び
全
ウ
ル
ス

　
の
兵
士
、
に
代
っ
て
宣
誓
し
た
。
（
司
£
轟
竃
》
幽
（
①
』
■
的
㎝
　
　
　
”
）

　
こ
こ
に
見
え
る
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
弟
の
テ
ユ
グ
ル
チ
ェ
イ
な
る
者
は
、
O
α
急
σ
Q
o
鋒
の
詑
伝
で
、
ク
ン
ド
ロ
ン
翻
ウ
バ
シ
の
謂
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
パ
）

ま
た
そ
の
子
の
ア
ル
ケ
ル
と
は
、
バ
イ
バ
ガ
ス
の
次
子
ア
ブ
ラ
イ
諺
露
a
（
㍗
σ
鎮
鉱
阿
巴
頼
）
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
（
な
お
イ
シ
ム
王
子
に
つ
い
て

は
、
本
稿
第
　
章
の
注
⑥
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

　
以
上
の
史
料
か
ら
、
当
時
の
バ
イ
バ
ガ
ス
の
動
静
の
一
端
を
、
特
に
オ
イ
ラ
ト
汗
と
し
て
の
役
割
を
具
体
的
に
一
つ
明
ら
か
に
で
き
た
と
お

も
、
つ
。第

三
に
・
＝
ハ
三
二
年
万
＋
二
呈
ス
ク
ワ
の
使
節
庁
で
カ
ル
ム
ク
使
掬
に
行
な
・
た
訊
問
の
調
書
で
あ
る
・
そ
の
一
節
に
い
先

　
使
老
ら
は
以
下
の
如
く
述
べ
た
。
そ
の
捕
虜
を
、
偉
大
な
る
ツ
ァ
…
リ
に
献
上
す
る
た
め
、
彼
ら
（
使
者
ら
）
と
共
に
遣
わ
し
た
の
は
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
子

　
で
あ
る
。
か
の
捕
虜
は
カ
ル
マ
ク
族
で
、
名
を
コ
ヌ
ハ
剛
〈
9
蔓
×
鋤
の
子
ノ
ト
ゥ
チ
ュ
ケ
イ
ェ
。
↓
k
農
⑦
詠
と
い
う
。
彼
の
父
コ
ヌ
ハ
は
普
通
の
タ
イ
シ
ャ

　
↓
巴
菖
船
。
α
7
巨
甲
δ
詠
で
あ
っ
た
が
、
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
ー
タ
イ
シ
ャ
の
祖
父
h
の
油
一
そ
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
一
を
殺
害
し
、
そ
の
後
パ
イ
バ
ギ

　
シ
ュ
を
も
殺
害
し
た
。
そ
こ
で
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
子
た
ち
は
、
そ
の
親
族
と
一
緒
に
集
ま
っ
て
、
ノ
ト
ゥ
チ
ュ
ケ
イ
の
父
を
殺
し
、
そ
の
妻
子
兄
弟
を
諸
国

　
に
売
り
飛
ば
し
た
外
、
残
さ
れ
た
者
も
、
将
来
彼
ら
の
方
か
ら
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
に
、
方
々
へ
追
放
し
た
。
そ
の
コ
ヌ
ハ
の
子
ノ
ト
ゥ
チ
ュ
ケ
イ
も
、

　
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
子
が
陛
下
に
奴
．
隷
と
し
て
献
上
す
る
た
め
に
送
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
（
℃
〉
一
ρ
8
押
瓢
ρ
。
。
メ
き
ト
⊃
μ
品
き
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
筆
老
は
こ
こ
に
い
う
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
が
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
バ
イ
バ
ガ
ス
そ
の
人
だ
と
お
も
う
。
彼
が
何
時
殺
害
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
右
の

カ
ル
ム
ク
使
者
が
ウ
ー
フ
ァ
経
由
で
モ
ス
ク
ワ
へ
来
て
お
り
、
而
し
て
、
そ
の
ウ
ー
フ
ァ
出
立
が
一
六
一
三
年
十
一
月
二
十
四
日
で
あ
る
の
で
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（℃

?
ρ
8
掛
臼
℃
・
。
。
挿
弓
量
』
¶
囲
（
員
。
ス
．
冥
ρ
。
。
刈
）
、
こ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
以
上
に
細
か
く
は
今
分
ら
な
い
。
い
ず
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

せ
よ
、
パ
イ
バ
ガ
ス
の
卒
年
を
＝
ハ
四
〇
年
と
す
る
ズ
ラ
ー
ト
キ
ン
馬
の
説
は
却
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
イ
バ
ガ
ス
に
先
立
っ
て
殺

害
さ
れ
た
そ
の
祖
父
と
は
、
一
見
ボ
バ
イ
ほ
ミ
ル
ザ
ら
し
く
み
え
る
が
、
果
し
て
そ
の
よ
う
に
決
め
て
よ
い
か
判
断
に
苦
し
む
。
と
い
う
の
も
、

ポ
パ
イ
靴
ミ
ル
ザ
の
オ
イ
ラ
ト
汗
の
地
位
は
、
そ
の
死
後
、
そ
の
子
ハ
ナ
イ
ー
ノ
ヨ
ン
豚
ホ
ン
ゴ
ル
に
伝
え
ら
れ
た
は
ず
で
、
而
し
て
ハ
ナ
イ

は
ハ
ル
ハ
の
ア
バ
ダ
イ
汗
諺
げ
出
鉱
ρ
農
鯖
葭
と
戦
っ
て
、
一
五
九
〇
年
前
後
に
敗
死
し
、
ア
バ
ダ
イ
汗
の
子
シ
ュ
ブ
ー
ダ
イ
ω
郎
び
轟
ρ
α
巴
が

一
時
オ
イ
ラ
ト
汗
に
父
か
ら
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
岡
田
英
弘
「
ウ
パ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
伝
考
落
」
『
遊
牧
社
会
史
探
究
』

第
三
二
冊
、
東
京
、
一
九
六
八
年
）
。
つ
ま
り
、
ボ
バ
イ
と
バ
イ
バ
ガ
ス
が
同
一
人
の
手
に
殺
さ
れ
た
と
す
る
に
は
、
こ
の
間
に
余
り
に
年
代
的
階

差
を
生
じ
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
は
今
後
に
ゆ
だ
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
バ
イ
バ
ガ
ス
の
横
死
後
、
オ
イ
ラ
ト
汗
の
地
位
は
グ
シ
汗
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
お
も
う
。
既
述
の
如
く
、
グ
シ
汗
が
初
め
て
ロ
シ
ア
古

文
書
に
姿
を
見
せ
る
の
が
＝
ハ
三
〇
年
五
月
作
成
の
供
述
調
書
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
そ
の
オ
イ
ラ

ト
汗
に
就
任
し
た
の
も
、
一
六
二
〇
年
代
の
末
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

①
　
柵
…
稿
「
カ
ル
ム
ッ
ク
に
お
け
る
ラ
マ
鋤
仏
受
｛
谷
の
歴
｛
又
的
側
面
」
（
『
東
洋
u
史
研
究
恥

　
二
五
巻
一
号
、
一
九
六
六
年
）
、
同
「
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
発
展
」
　
（
『
岩
波
講
座
世

　
界
歴
史
』
一
三
、
一
九
七
一
年
）
、
参
照
。

②
　
欽
定
外
藩
蒙
古
回
部
王
公
表
伝
巻
八
一
、
青
海
厄
警
護
部
総
伝
。

③
本
文
書
の
パ
イ
バ
ギ
シ
ュ
を
、
勺
≧
ρ
縛
H
の
入
名
索
引
は
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
バ

　
イ
バ
ガ
ス
と
正
し
く
と
っ
て
い
る
。

④
　
ア
ル
ト
ゥ
ソ
汗
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
に
詳
し
い
。
就
き

　
て
参
照
さ
れ
た
い
。

⑤
　
カ
ム
ィ
シ
ュ
ロ
フ
川
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
一
六
五
四
－
五
七
年
に
イ
ル
テ
ィ

　
シ
ュ
路
を
と
つ
〆
㌧
中
国
へ
往
復
し
た
バ
イ
コ
フ
β
；
望
勇
。
影
の
旅
行
報
告
と

　
編
者
の
付
注
を
見
よ
（
口
曙
0
2
ε
豪
一
票
三
〇
【
臼
0
9
＝
o
田
〇
三
三
釦
×
く
＝
し
ロ
・
ン
ざ
謬
【
Y

　
嗣
厚
き
「
【
【
減
9
（
繁
お
剛
轟
竃
・
↓
．
H
峯
O
Q
Q
－
δ
g
◎
帥
　
O
O
〔
戸
顎
臼
員
⑦
貫
藁
O
こ
目
3
　
む
ご
．
◇

　
ン
言
∩
＝
三
6
望
○
話
・
需
沖
ρ
㍉
【
■
↓
羨
。
ロ
【
＝
幽
。
【
《
三
聞
■
セ
r
お
①
P
h
9
〈
■
翼
ρ
ざ
押
弓
【
ヨ
こ

　
二
）
。

⑥
こ
の
カ
ル
ム
ク
使
者
の
一
行
は
、
以
下
の
タ
イ
シ
ャ
ら
の
名
代
と
し
て
派
遣
さ

　
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ド
ゥ
ル
ギ
チ
ェ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
自
｝
、
鷲
＝
．
邑
ず
↓
塾
∈
飴
、
バ
イ

　
バ
ギ
シ
ュ
の
子
タ
イ
ジ
ー
タ
イ
シ
ャ
切
p
ま
麟
コ
≡
窃
n
Z
寓
↓
畿
岬
ω
〒
霊
一
言
溝
。
バ
イ

　
バ
ギ
シ
ュ
の
子
ト
ル
バ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
切
m
ま
留
コ
［
強
。
切
。
望
＝
8
0
』
q
葺
－
守
旧
岬
票
［
。

　
ダ
イ
ク
シ
ェ
ー
タ
イ
シ
ャ
韓
き
0
、
日
－
．
、
（
愚
日
騎
。
　
ウ
ル
リ
ュ
ク
の
子
チ
ュ
ン
ベ
イ

　
気
ヨ
δ
閑
畠
量
剛
｛
‘
δ
ま
①
詠
（
℃
宏
ρ
↓
凸
押
q
P
ω
罵
璽
暑
一
ま
■
謡
夙
淘
9
（
．
駕
。
■

　
。
。
刈
）
■

　
　
こ
の
内
、
ド
ゥ
ル
ギ
チ
ェ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
が
ク
ン
ド
ロ
ン
豚
ウ
バ
シ
に
、
タ
イ
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ジ
ー
タ
イ
シ
ャ
が
バ
イ
バ
ガ
ス
に
二
子
あ
る
内
の
長
子
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
に
、

　
ト
ル
バ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
が
次
子
ア
ブ
ラ
イ
ー
タ
イ
ジ
に
根
嘉
す
る
と
み
な
さ
れ
よ

　
」
つ
。

⑦
な
お
、
同
名
で
紛
ら
わ
し
い
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
方
は
、
兄
チ
ョ

　
ク
ル
と
の
間
の
遺
産
争
い
か
ら
発
展
し
た
オ
イ
ラ
ト
の
内
乱
の
過
程
で
、
一
六
三

　
〇
年
五
月
ま
で
に
戦
死
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
℃
三
ρ
炉
H
ψ
き
界
累
。
．

　
曵
除
き
轟
拙
稿
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
、
参
照
）
。
従
っ
て
前
掲
コ
ヌ
ハ
に
殺
さ

　
れ
た
バ
イ
パ
ギ
シ
ュ
を
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
方
の
そ
れ
と
混
同
す
る
可
能
性
は
存
し

　
な
い
（
で
≧
ρ
目
．
一
人
名
索
3
1
も
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
バ
イ
バ
ガ
ス
と
正
し
く
と
っ
て

　
い
る
）
。

⑧
＝
員
藁
×
、
∩
弓
．
這
ω
■
ズ
ラ
ー
ト
キ
ソ
氏
に
よ
れ
ば
、
バ
イ
パ
ガ
ス
が
一
六
四
〇

　
年
に
高
齢
で
卒
し
た
、
と
の
記
事
が
『
ザ
ヤ
f
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
』
に
見
ゆ
と
い
う

　
の
で
あ
る
が
、
氏
は
そ
の
該
当
頁
を
す
ら
示
し
て
い
な
い
。
筆
者
は
そ
の
よ
う
な

　
記
事
を
同
伝
に
見
出
そ
う
と
努
め
た
が
、
つ
い
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

　
た
。
否
そ
の
よ
う
な
記
事
は
存
在
し
な
い
と
断
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
憶
測
す
る

　
に
、
ズ
ラ
…
ト
キ
ソ
氏
の
誤
解
は
、
一
六
四
〇
年
制
定
の
「
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
イ
ラ

　
ト
法
典
」
の
前
文
に
、
そ
の
制
定
者
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
イ

　
ラ
ト
王
侯
の
人
名
リ
ス
ト
に
、
バ
イ
パ
ガ
ス
の
名
が
す
で
に
見
え
な
い
と
い
う
蛮

　
実
に
影
響
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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三

　
次
に
、
バ
イ
バ
ガ
ス
の
未
亡
人
グ
ン
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
一
六
五
三
年
七
月
九
日
、
勅
命
に
よ
り
、
ト
ボ
リ
ス
ク
か
ら
ロ
シ
ア
使
者
グ
リ
ゴ
リ
ー
－
ウ
シ
ャ
コ
フ
門
℃
胃
。
自
証
目
白
舅
畠
一
行
が
カ

ル
ム
ク
の
ア
ブ
ラ
イ
ー
タ
イ
ジ
（
．
ハ
イ
バ
ガ
ス
の
子
）
の
も
と
へ
派
遣
さ
れ
た
（
そ
の
ト
ボ
リ
ス
ク
帰
着
は
同
年
十
二
月
三
日
）
。
当
時
ロ
シ
ア
は

中
国
へ
外
交
使
節
を
派
遣
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
の
水
路
を
利
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
上
、
そ
の
方
面
の
有
力
な

カ
ル
ム
ク
王
侯
と
予
め
接
触
を
と
り
、
中
国
へ
の
往
復
に
際
し
、
そ
の
旅
途
の
安
全
と
便
宜
供
与
の
保
証
が
と
り
つ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
う
し
た
使
命
を
ウ
シ
ャ
コ
フ
は
帯
び
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
後
有
名
な
、
ハ
イ
コ
フ
臼
麟
・
ゆ
愚
国
。
じ
啓
が
中
国
へ
派
遣
さ
れ
、
清

朝
の
首
都
を
訪
れ
た
最
初
の
ロ
シ
ア
使
節
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ウ
シ
ャ
コ
フ
の
出
立
に
先
立
っ
て
、
こ
れ
に
授
け
ら
れ
た
訓
令
に
、
左
の
如
き
一
項
が
あ
っ
た
。

　
も
し
グ
ソ
ジ
ャ
門
k
藍
6
が
死
ん
で
い
た
ら
、
そ
の
場
合
に
は
、
陛
下
の
下
僕
な
る
我
々
（
ト
ボ
リ
ス
ク
知
事
ら
）
は
グ
リ
ゴ
リ
ー
に
対
し
、
グ
ソ
ジ
ャ
宛
に

　
送
ら
れ
た
陛
下
の
下
賜
1
ー
サ
ー
ベ
ル
、
羅
紗
、
ガ
ラ
ス
玉
一
を
、
彼
女
の
子
ウ
チ
ェ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
シ
ャ
。
げ
議
①
ゆ
鰻
葭
。
℃
↓
宰
↓
蝕
屋
⇔
も
し
く
は
、



ロシア史料より見たグシ汗の裳績（若松）

　
グ
ソ
ジ
ャ
の
ウ
ル
ス
を
治
め
る
者
に
渡
し
、
か
つ
そ
の
際
、
そ
の
陛
下
の
下
賜
は
、
グ
ソ
ジ
ャ
の
陛
下
に
対
す
る
奉
仕
の
た
め
に
、
彼
女
に
送
ら
れ
た
も
の

　
で
あ
る
、
と
告
げ
る
よ
う
命
じ
た
。
（
で
三
ρ
畔
卜
。
”
員
2
《
．
裟
ρ
一
ω
野
㍉
｛
■
㎝
団
軒
鵯
㎝
）

　
こ
こ
に
見
え
る
ウ
チ
ュ
ル
ト
ゥ
一
目
イ
シ
ャ
が
バ
イ
バ
ガ
ス
の
長
子
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
で
あ
る
以
上
、
そ
の
母
グ
ン
ジ
ャ
は
故
バ
イ
バ

ガ
ス
の
未
亡
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
グ
ン
ジ
ャ
の
安
否
に
つ
い
て
は
、
ウ
シ
ャ
コ
フ
一
行
が
カ
ル
ム
ク
の
地
に
入
り
、
ア
ブ
ラ
イ
（
．
ハ
イ
バ
ガ
ス
の
次
子
）
の
ウ
ル
ス
の
附
近
に
到

っ
た
と
き
、
カ
ル
ム
ク
人
ら
か
ら
、
グ
ン
ジ
ャ
が
既
に
没
し
、
そ
の
遺
衆
を
ア
ブ
ラ
イ
が
治
め
て
い
る
、
と
聞
か
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
グ
リ
ゴ
リ
ー
ら
と
グ
ン
ジ
ャ
の
使
者
コ
シ
ュ
チ
H
エ
ネ
イ
ス
o
E
k
．
簑
騨
お
鵠
が
カ
ル
ム
ク
へ
、
ア
ブ
ラ
イ
の
ウ
ル
ス
附
近
に
到
っ
た
と
き
、
カ
ル
ム
ク
人
ら

　
が
彼
ら
に
言
う
に
、
グ
ソ
ジ
ャ
は
死
ん
だ
、
彼
女
の
ウ
ル
ス
を
治
め
て
い
る
の
は
、
彼
女
の
継
子
ア
ブ
ラ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
＝
£
。
o
ぴ
浸
9
（
ゆ
①
＞
q
謡
慧
奄
⇔
陳
鑑
飴

　
で
あ
る
、
と
。
（
門
婁
英
ρ
き
α
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
、
ア
ブ
ラ
イ
が
異
母
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も

グ
ン
ジ
ャ
が
い
つ
亡
く
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
　
『
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
』
に
関
係
記
事
が
あ
る
。

　
辰
年
（
一
六
五
二
年
）
の
冬
、
　
〔
ザ
ヤ
ー
パ
ソ
デ
ィ
タ
は
〕
ハ
ラ
タ
ル
図
錠
野
路
へ
、
ツ
ェ
ツ
ェ
ソ
ー
ハ
ー
ソ
O
①
8
⇒
×
四
二
の
も
と
に
到
り
、
冬
を
過
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
た
。
そ
の
冬
、
ツ
ェ
ツ
ェ
ソ
ー
ハ
ー
ン
の
母
グ
ソ
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ソ
○
雪
〕
一
員
舞
舞
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
、
霊
を
弔
い
、
読
経
を
盛
大
に
行
な
っ
た
。

　
（
6
σ
σ
↓
冨
即
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
の
よ
う
に
、
ツ
ェ
ツ
ェ
ン
ー
ハ
ー
ン
こ
と
オ
チ
ル
ト
ゥ
n
ツ
ェ
ツ
エ
ン
ー
タ
イ
ジ
の
母
グ
ン
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
は
、
一
六
五
二
年
冬
に
没
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
）

た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
と
き
、
ツ
ェ
ツ
ェ
ソ
ー
ハ
ー
ン
の
遊
牧
し
て
い
た
ハ
ラ
タ
ル
と
は
、
バ
ル
ハ
シ
湖
に
注
ぐ
喰
拉
塔
爾
必
拉
（
『
磐

代
一
統
地
図
』
八
九
・
1
九
〇
頁
）
の
謂
で
あ
ろ
う
。

　
グ
ン
ジ
（
グ
ン
ジ
ャ
）
－
ハ
ト
ゥ
ン
の
死
亡
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
実
は
ロ
シ
ア
古
文
書
に
も
記
録
が
あ
る
の
で
あ
る
。
一
六
五
三
年
八
月
二

十
日
付
の
ト
ボ
リ
ス
ク
知
事
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
庁
宛
報
告
の
一
節
に
、
こ
の
年
六
月
六
日
愚
考
ラ
知
事
か
ら
の
通
報
と
し
て
、
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ク
イ
シ
ャ
の
妻
グ
ン
ジ
ャ
ス
k
邸
匹
や
籠
⇔
受
①
専
門
k
踏
》
M
途
は
今
冬
死
亡
し
た
。
（
團
）
」
ぐ
一
〇
㌧
　
↓
、
鱒
b
h
O
幽
ハ
．
り
剣
O
・
　
一
G
Q
Q
◎
M
』
巳
㎝
①
㎝
）

と
あ
り
、
ま
さ
し
く
そ
の
死
亡
は
一
六
五
二
年
冬
の
こ
と
と
な
り
、
オ
イ
ラ
ト
史
料
と
完
全
に
合
致
す
る
。
た
だ
こ
こ
で
新
た
に
閥
題
と
な
る

の
が
、
グ
ン
ジ
ャ
を
ク
イ
シ
ャ
即
ち
グ
シ
汗
の
妻
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
下
し
て
は
、
情
報
の
誤
り
な
ど
で
は
な
く
、
ま
ぎ
れ

も
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
示
す
他
の
例
を
も
う
一
つ
挙
げ
よ
う
。

　
＝
ハ
五
二
年
八
月
三
十
日
モ
ス
ク
ワ
の
使
節
庁
で
訊
問
を
受
け
た
グ
ン
ジ
ャ
の
藩
老
コ
シ
ュ
チ
隠
田
ネ
イ
の
供
述
に
、
ト
ル
ダ
ー
ト
の
ダ
イ

チ
ン
詣
p
智
最
（
賦
質
鏑
＆
》
象
ぎ
α
q
書
庫
爾
代
青
）
、
ラ
ウ
ザ
ン
筒
9
岩
鎚
（
し
d
｝
。
σ
N
録
σ
q
弓
蔵
）
ら
と
グ
ン
ジ
ャ
と
の
間
に
往
来
が
あ
る
の
か
と

問
わ
れ
て
、
使
者
コ
シ
ュ
チ
H
エ
ネ
イ
は
次
の
如
く
答
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弟
）

　
ま
た
言
挙
は
以
下
の
如
く
述
べ
た
。
彼
ら
（
ダ
イ
チ
ン
と
ラ
ウ
ザ
ン
）
の
父
ウ
ル
リ
ュ
ク
ー
タ
イ
シ
ャ
k
℃
白
9
〈
肖
慧
E
離
は
グ
ン
ジ
ャ
の
兄
で
あ
っ
た
。
彼

　
ら
ダ
イ
チ
ソ
ー
タ
イ
シ
ャ
と
ラ
ウ
ザ
ン
ー
タ
イ
シ
ャ
は
彼
女
の
甥
で
あ
る
が
、
彼
女
か
ら
遠
く
四
箇
月
余
り
の
行
程
の
地
に
遊
牧
し
て
い
る
。
し
か
し
互
に

　
親
愛
の
意
を
伝
え
る
使
者
を
往
来
さ
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
ン
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　

　
　
彼
女
の
夫
ク
イ
シ
ー
タ
イ
シ
ャ
ぞ
曼
〉
穴
㊦
①
ス
愚
田
寧
月
蝕
田
p
。
は
今
ム
ガ
ー
ル
地
方
竃
k
屋
参
。
【
（
蟄
ω
ゆ
出
題
｛
を
支
配
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
ム

　
ガ
…
ル
地
方
に
住
ん
で
い
る
。
（
で
ヨ
ρ
β
b
。
導
涌
Q
栄
・
男
ρ
日
b
。
◎
爵
ω
O
O
凸
O
刈
）

　
こ
こ
に
見
え
る
グ
ン
ジ
ャ
の
夫
ク
イ
シ
ー
タ
イ
シ
ャ
が
、
青
海
地
方
へ
進
出
し
て
、
一
六
四
二
年
チ
ベ
ッ
ト
王
の
座
に
つ
い
た
グ
シ
汗
で
あ

る
こ
と
に
毫
も
疑
い
が
な
い
。
ま
た
右
の
記
事
か
ら
、
グ
ン
ジ
ャ
が
ト
ル
ダ
ー
ト
王
家
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
バ
イ
バ
ガ
ス
の
未
亡
人
で
あ
っ
た
グ
ン
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
が
グ
シ
汗
の
妃
と
化
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
以
上
、
こ
の
間
の
事

情
を
、
筆
者
と
し
て
は
、
バ
イ
バ
ガ
ス
の
死
後
、
そ
の
未
亡
人
を
グ
シ
汗
が
嬰
つ
た
も
の
と
し
て
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
要
す
る
に
レ
ヴ
ィ
レ

！
ト
婚
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
再
婚
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
グ
シ
汗
の
妃
と
し
て
の
グ
ソ
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
が
ロ
シ
ア
古
文
書
に
一
六

三
六
年
を
以
て
初
出
と
さ
れ
る
の
で
（
蓼
．
一
ρ
月
「
卜
。
智
き
界
ω
。
。
』
陰
凝
卜
。
）
、
従
っ
て
バ
イ
バ
ガ
ス
の
没
し
た
と
推
定
さ
れ
る
一
六
二
〇
年
代
宋
頃

以
降
、
一
六
三
六
年
ま
で
の
問
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
オ
イ
ラ
ト
汗
の
称
号
も
当
然
グ
シ
汗
の
継
承
す
る
所
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
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と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
故
バ
イ
バ
ガ
ス
の
遺
し
た
ウ
ル
ス
自
体
に
関
し
て
は
、
そ
れ
は
依
然
グ
ン
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
の
手
に
掌
握
さ
れ
た
と
お
も

わ
れ
る
。
グ
シ
汗
の
青
海
進
出
に
際
し
て
も
、
グ
ン
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
が
こ
れ
に
車
行
し
た
形
跡
が
な
く
、
む
し
ろ
明
瞭
に
彼
女
は
タ
ル
バ
ガ
タ

イ
方
面
に
残
留
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
一
方
で
は
グ
シ
汗
の
留
守
を
預
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
前
夫
の
遣
衆
を
守
り
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
、
オ
イ
ラ
ト
汗
二
代
の
夫
人
と
し
て
の
声
望
を
全
図
イ
ラ
ト
に
維
持
し
つ
つ
、
　
＝
ハ
五
二
年
冬
生
涯
を
終
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

nシア史料より見たグシ汗の事績（若松）

①
ア
ブ
ラ
イ
の
ウ
ル
ス
は
、
バ
イ
コ
フ
の
旅
行
記
に
よ
れ
ば
、
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
の

　
左
支
流
ベ
シ
ュ
カ
切
の
霞
奉
川
流
域
に
あ
っ
た
（
9
幽
噛
勺
三
ρ
↓
’
紳
』
9
《
・
属
。
・

　
H
。
。
ρ
芦
課
－
蕊
）
。

②
　
こ
の
グ
ソ
ジ
ャ
の
使
者
は
、
一
六
五
一
年
十
月
十
七
日
ト
ボ
リ
ス
ク
に
到
着
し
、

　
翌
年
五
月
モ
ス
ク
ワ
へ
の
通
行
を
許
さ
れ
、
か
く
し
て
ツ
ァ
ー
リ
か
ら
謁
見
を
賜

　
つ
た
後
、
よ
う
や
く
今
帰
途
に
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。

③
ア
ブ
ラ
イ
の
生
母
は
タ
イ
ス
ン
ー
ハ
ト
ゥ
ン
8
a
、
討
脅
σ
Q
呂
舞
§
と
い
い
、
一

　
六
三
九
年
冬
に
逝
窪
し
た
が
（
6
0
コ
↓
層
ω
げ
）
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
の
そ
れ
は
、
グ
ン
ジ

　
（
グ
ソ
ジ
ャ
）
ー
ハ
ト
ゥ
ン
で
あ
る
。

④
　
オ
チ
ル
ト
ゥ
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
ハ
ー
ン
号
を
授
け
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
ラ
サ

　
滞
在
中
の
一
六
六
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
午
年
（
一
六
六
六
年
）
、
〔
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
〕
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
に
対
し
、

　
　
ハ
ー
ン
の
礼
服
一
揃
…
を
賜
い
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
ー
ツ
エ
ツ
ェ
ソ
ー
ハ
ー
ン
と
称
ロ
写

四

　
　
を
授
け
た
。
（
O
口
ご
ゴ
ω
ド
げ
）

⑤
ト
ル
ダ
ー
ト
部
長
ホ
ロ
ウ
ル
リ
ュ
ク
（
漁
郷
爾
勒
克
）
。
ニ
ハ
四
四
年
没
。
そ
の

　
跡
を
継
い
で
ト
ル
ダ
ー
ト
部
長
と
な
っ
た
の
が
ダ
イ
チ
ソ
で
あ
る
。

⑥
一
六
五
一
年
十
月
十
七
臼
ト
ボ
リ
ス
ク
に
到
着
し
た
グ
ソ
ジ
ャ
の
使
者
コ
シ
ュ

　
チ
ロ
エ
ネ
イ
が
、
モ
ス
ク
ワ
へ
の
通
行
許
可
を
求
め
て
、
ト
ボ
リ
ス
ク
知
事
の
訊

　
問
を
受
け
た
際
、
そ
の
供
述
の
一
番
に
、
次
の
如
き
発
言
が
あ
る
。

　
　
カ
ル
ム
ク
人
は
皆
彼
女
（
グ
ン
ジ
ャ
）
を
敬
い
き
．
賓
還
δ
6
、
こ
れ
に
聴
従
し

　
　
o
蔓
日
厳
。
↓
、
そ
し
て
彼
女
を
母
と
呼
ん
で
い
る
＝
器
【
・
ヨ
帥
δ
↓
o
o
二
二
。
℃
三
〇
。

　
　
（
℃
三
〇
笥
　
弓
■
　
b
o
讐
　
レ
O
只
．
　
賭
O
．
　
一
b
コ
㎝
嚇
　
出
．
　
膳
蒔
q
Q
）

　
こ
れ
は
グ
ン
ジ
ャ
派
選
の
使
者
の
言
で
あ
る
だ
け
に
、
あ
る
程
度
の
誇
張
は
免
れ

　
難
か
ろ
う
が
、
グ
ソ
ジ
ャ
が
実
際
に
そ
れ
に
類
す
る
声
望
を
有
し
て
い
た
と
み
て

　
も
不
都
合
は
な
い
と
お
も
う
。

　
話
題
を
再
び
グ
シ
汗
に
戻
し
て
、
以
下
℃
諸
9
目
b
。
所
収
の
ロ
シ
ア
古
文
書
に
主
と
し
て
依
拠
し
、

て
い
く
と
し
よ
う
。

そ
の
残
さ
れ
た
事
績
を
明
ら
か
に
し
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①

　
一
六
三
五
年
九
月
一
日
黒
カ
ル
マ
ク
の
オ
ル
チ
ャ
ク
族
O
窟
舅
目
の
コ
フ
ト
ベ
イ
公
塁
角
々
開
。
首
o
Q
①
陣
の
も
と
か
ら
帰
っ
た
ト
ム
ス
ク

使
老
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
コ
フ
ト
ベ
イ
が
自
ら
ト
ム
ス
ク
へ
赴
い
て
、
ツ
ァ
ー
リ
に
対
し
臣
従
の
宣
誓
を
す
る
約
束
が
あ
っ
た
の
に
、
使
老
の

帰
還
に
当
っ
て
コ
フ
ト
ベ
イ
か
ら
同
行
を
拒
絶
さ
れ
た
。
そ
の
言
う
所
の
理
由
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
コ
フ
ト
ベ
イ
公
が
ト
ム
ス
ク
へ
自
ら
赴
か
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
彼
の
も
と
へ
そ
の
ウ
ル
ス
へ
、
バ
イ
バ
ガ
チ
ュ
2
ま
零
ρ
。
‘
の
ウ
ル
ス
か
ら
、
コ
ン
ジ
ー

　
タ
イ
シ
ャ
ズ
。
甲
玄
ハ
羊
冒
鉢
E
麟
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
て
来
た
た
め
で
あ
っ
た
。
（
℃
三
ρ
戸
卜
。
讐
員
9
〈
’
翼
ρ
野
｝
お
H
）

　
こ
こ
か
ら
、
コ
ン
ジ
ー
タ
イ
シ
ャ
こ
と
グ
シ
汗
が
、
当
時
故
パ
イ
バ
ガ
ス
の
ウ
ル
ス
に
居
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か

に
な
っ
た
所
か
ら
す
れ
ば
、
グ
シ
汗
が
グ
ン
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
の
夫
と
し
て
、
彼
女
の
ウ
ル
ス
に
居
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
次
に
、
第
一
章
で
言
及
し
た
、
グ
シ
汗
を
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
山
の
カ
ラ
バ
ザ
ル
川
の
地
に
訪
れ
て
一
六
三
六
年
七
月
一
日
タ
ー
ラ
市
へ
帰
還
し

た
ス
テ
パ
ン
ー
ス
ク
ラ
ー
ト
フ
の
使
節
行
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
そ
の
記
録
に
よ
れ
ば
（
胴
）
三
〇
闇
↓
．
込
⊃
噌
油
O
一
（
．
累
O
讐
㎝
）
、
ス
ク
ラ
ー
ト
フ
の
使

命
は
、
一
六
三
四
年
に
タ
ー
ラ
布
並
び
に
チ
ェ
メ
ニ
市
管
下
の
諸
郷
か
ら
グ
シ
汗
ら
に
拉
致
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
貢
納
民
の
返
還
を
交
渉
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
は
、
グ
シ
汗
が
そ
の
送
還
を
執
拗
に
要
求
し
て
い
た
タ
ー
ラ
市
拘
留
の
グ
シ
汗
の
使
老
を
釈
放
す
る
こ
と
と
し
、

こ
れ
を
護
送
す
る
任
務
も
帯
び
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
グ
シ
汗
の
使
者
は
、
名
を
カ
ー
ズ
ィ
イ
鶉
器
ひ
慈
と
い
い
、
本
来
ブ
ハ
ー
ラ
汗
イ

マ
ム
ク
リ
頃
竃
霧
舅
省
呉
在
位
一
六
＝
1
一
六
四
二
年
）
か
ら
グ
シ
汗
に
派
遣
さ
れ
た
隊
商
を
率
い
て
来
た
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
者
を
利
罵
し

て
グ
シ
汗
が
自
己
の
商
品
を
阪
売
さ
せ
る
た
め
、
通
商
使
節
と
し
て
聖
旨
ラ
市
へ
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
グ
シ
汗
の
不
法
行
為
を
怒
っ
て
い
た
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

！
ラ
市
当
局
に
よ
り
拘
留
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
因
で
、
カ
ル
ム
ク
と
ブ
ハ
ー
ラ
汗
と
の
問
に
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
グ

シ
汗
の
執
拗
な
要
求
も
そ
の
た
め
で
、
結
局
タ
ー
ラ
市
当
局
側
が
折
れ
て
、
捕
虜
送
還
交
渉
の
た
め
に
、
使
老
の
釈
放
に
踏
み
き
っ
た
の
で
あ

る
。　

カ
…
ズ
ィ
イ
の
送
還
が
実
現
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
シ
汗
の
態
度
は
意
外
に
も
依
然
か
た
く
な
で
、
僅
に
タ
ー
ラ
管
下
の
捕
虜
一
人
の

送
還
に
応
じ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
残
り
総
て
の
捕
虜
に
つ
い
て
は
、
一
六
三
五
年
ウ
ー
フ
ァ
市
を
攻
撃
し
て
捕
え
ら
れ
た
ク
チ
ュ
ム
汗
（
シ
ビ
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ロシア史料より見たグシ汗の馨績（若松）

ル
汗
国
最
後
の
汗
）
の
孫
ア
ブ
ラ
イ
b
曾
蝕
及
び
テ
ィ
ア
ヴ
カ
日
論
語
と
交
換
で
な
け
れ
ば
、
釈
放
で
き
な
い
と
反
駁
し
た
。
む
し
ろ
こ
れ

の
送
還
な
き
限
り
、
ロ
シ
ア
と
の
恒
久
の
平
和
は
あ
り
得
な
い
と
す
ら
言
っ
て
い
る
。
こ
の
ク
チ
ュ
ム
の
孫
た
ち
は
、
既
述
の
如
く
、
汗
国
復

興
の
空
し
い
期
待
を
抱
い
て
、
オ
イ
ラ
ト
王
侯
の
軍
事
的
支
援
の
下
に
ロ
シ
ア
に
抵
抗
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
一
六
三
六
年
八
月
二
十
六
日
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
を
訪
問
し
て
、
ト
ボ
リ
ス
ク
に
帰
っ
た
ト
ミ
ロ
ー
ペ
ト
冒
フ

日
。
焦
思
。
目
㊦
な
畠
の
報
告
に
よ
る
と
、
バ
…
ト
ゥ
ル
は
ペ
ト
ロ
フ
に
対
し
、
　
ロ
シ
ア
が
ヤ
ム
ィ
シ
ュ
湖
か
ら
塩
を
搬
出
す
る
場
合
、
従
来
通

り
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
は
承
知
す
る
が
、
現
下
の
情
勢
で
は
そ
れ
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
次
の
如
く
挙
げ
た
と
い
う
。

　
当
時
ヤ
ム
ィ
シ
ュ
湖
の
方
へ
、
彼
（
バ
ー
ト
ヴ
ル
）
が
自
ら
赴
い
た
り
、
部
下
を
派
遣
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
に
対
し
ム
ガ
ー

　
ル
人
が
戦
端
を
開
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
ら
素
雪
ル
マ
ク
タ
イ
シ
ャ
が
ム
ガ
ー
ル
人
に
向
か
っ
て
進
発
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
（
℃
三
ρ
戸
b
。
り

　
』
9
（
◎
Z
ρ
P
出
．
念
）

　
こ
れ
は
、
℃
鼠
ρ
8
・
笛
の
編
者
の
指
摘
す
る
如
く
（
自
℃
．
命
P
囲
（
o
言
器
圃
．
幽
↓
．
㎝
団
（
員
9
〈
裟
ρ
⑩
）
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
よ
る
青
海
の

ツ
ォ
ク
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
O
O
㏄
貯
審
融
冒
に
対
す
る
遠
征
を
言
っ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
グ
シ
汗
の
生
涯
の
内
で
最
も
劇
的
な
青
海
進
出
は
、

こ
の
よ
う
に
一
六
三
六
年
夏
よ
り
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
ロ
シ
ア
古
文
書
か
ら
見
た
グ
シ
汗
の
青
海
進
出
の
経
緯
を
述
べ
る
が
、
そ

の
前
に
、
チ
ベ
ッ
ト
史
料
か
ら
見
た
そ
の
経
緯
を
、
山
口
瑞
鳳
氏
の
研
究
（
「
顧
実
汗
の
チ
ベ
ッ
ト
支
配
に
至
る
経
緯
」
）
か
ら
要
約
し
て
述
べ

て
お
こ
う
。

一
六
二
八
年
来
、
ハ
ル
ハ
に
内
乱
が
あ
り
、
熱
心
な
紅
教
信
者
で
あ
っ
た
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
は
内
乱
を
助
長
し
た
と
し
て
諸
島
に
嫌
わ
れ
、
つ
い
に
ハ

ル
ハ
か
ら
逐
わ
れ
て
青
海
地
方
に
到
り
、
こ
こ
で
ア
ル
タ
ソ
汗
以
来
の
ゲ
ル
ク
パ
信
者
で
あ
っ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
族
を
征
服
し
た
。
時
に
一
六
三
四
年
の
こ
と

で
あ
る
。
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
は
さ
ら
に
東
チ
ベ
ッ
ト
の
ゲ
ル
ク
パ
勢
力
を
も
脅
か
し
た
の
で
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
は
こ
の
ゲ
ル
ク
パ
の
危
機
を
救
う
た

め
、
　
オ
イ
ラ
ト
に
救
援
の
使
者
を
送
っ
た
。
　
こ
の
要
請
を
受
け
て
グ
シ
汗
が
実
情
調
査
の
た
め
、
　
一
六
三
五
年
十
一
月
巡
礼
者
を
装
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
へ
赴

き
、
翌
三
六
年
初
頭
ラ
サ
に
着
い
て
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
会
見
し
た
。
次
い
で
一
旦
帰
国
し
た
グ
シ
汗
は
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
軍
と
共
に
、
一
六
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三
六
年
の
秋
冬
の
結
氷
期
を
利
用
し
て
、
イ
リ
川
、
タ
リ
ム
川
を
渡
り
、
ツ
ァ
イ
ダ
ム
湿
地
を
横
切
っ
て
、
翌
三
七
年
蒙
古
暦
一
月
に
青
海
の
西
側
ウ
ラ
ソ

ホ
シ
ョ
の
地
に
到
り
、
一
万
足
ら
ず
の
兵
を
以
て
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
の
三
万
（
四
万
と
の
説
も
あ
る
）
の
兵
を
一
日
に
し
て
隙
滅
し
た
。
グ
シ
汗
の
一
子
ダ
ヤ
ン
ー

タ
イ
ジ
ら
は
、
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
の
残
兵
を
追
っ
て
こ
れ
を
全
滅
さ
せ
、
こ
の
と
き
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
自
身
も
捕
殺
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
か
く
し
て
ア
ム
ド
方
面
を

平
定
し
た
グ
シ
汗
は
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
進
ん
で
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
謁
し
、
持
法
者
法
王
切
。
。
夢
⇒
心
畠
冒
9
0
㏄
犀
《
一
同
σ
q
図
巴
娼
。
の
称
号
を
受
け
た
。
グ

シ
汗
は
一
六
三
七
年
冬
青
海
に
戻
り
、
一
六
三
八
年
と
三
九
年
の
両
年
に
わ
た
っ
て
オ
イ
ラ
ト
に
残
留
し
て
い
た
配
下
を
こ
と
ご
と
く
青
海
に
呼
寄
せ
て
、

国
造
り
に
専
念
し
た
。
他
方
グ
シ
汗
は
、
こ
の
戦
に
同
行
し
た
パ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ソ
タ
イ
ジ
に
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ソ
タ
イ
ジ
の
称
号
と
莫
大
な
進
物
を
贈

り
、
加
え
て
汗
自
身
の
一
女
を
そ
の
妻
と
し
て
与
え
た
上
で
、
故
地
に
帰
ら
せ
た
。
そ
の
後
も
ゲ
ル
ク
パ
の
護
教
学
を
以
て
自
任
し
た
グ
シ
汗
は
さ
ら
に
征

服
を
進
め
、
チ
ベ
ッ
ト
全
土
を
平
定
し
て
、
こ
れ
を
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
献
じ
、
一
六
四
二
年
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
推
戴
し
て
、
宙
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
王
の
座
に
登
り
、

一
六
五
四
年
に
没
し
た
。

64 （896）

　
右
の
如
き
次
第
で
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
史
料
の
場
合
に
は
、
グ
シ
汗
擁
護
の
性
格
が
強
い
の
で
、
そ
の
点
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
「
全
一
ル
マ
ク
タ
イ
シ
ャ
」
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
遠
征
は
一
六
三
六
年
夏
に
開
始
さ
れ
た
が
、
ロ
シ
ア
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
直
前
の

同
年
五
月
十
九
日
に
ト
ム
ス
ク
に
グ
シ
汗
国
軽
舅
⇔
肖
愚
毫
簿
と
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
○
目
弾
自
筆
邸
浸
帥
、
及
び
ボ
ガ
テ
ィ
リ
ー
コ
ン
タ
イ
シ
ャ

切
◎
鎚
譲
弓
7
国
。
着
臨
日
岡
こ
と
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
使
者
の
到
着
が
あ
り
、
使
老
ら
は
、
彼
ら
の
主
人
を
「
ツ
ァ
ー
リ
の
高
き
御
手

の
下
に
受
容
さ
れ
る
よ
う
嘆
願
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ク
ジ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
と
オ
チ
ェ
タ
ー
タ
イ
シ
ャ
と
ボ
ガ
テ
ィ
リ
ー
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
は
、

そ
の
各
自
の
配
下
（
使
者
）
に
対
し
、
自
己
に
代
っ
て
〔
臣
従
の
〕
宣
誓
を
す
る
よ
う
命
じ
て
あ
っ
た
」
（
℃
隷
ρ
↓
．
N
知
9
（
●
累
9
誌
り
謡
．
念
O
）

と
い
う
。
こ
う
し
た
グ
シ
汗
ら
の
態
度
は
、
来
る
べ
き
モ
ン
ゴ
ル
遠
征
に
備
え
て
、
冒
シ
ア
と
の
関
係
改
善
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　
一
六
三
七
年
八
月
二
十
七
日
カ
ル
ム
ク
か
ら
タ
ー
ラ
市
に
帰
還
し
た
ナ
ザ
ル
翔
ジ
ャ
ド
フ
ス
キ
ー
口
器
ぞ
臼
玉
。
ヒ
。
舅
慧
ら
の
報
告
に
よ

れ
ば
（
嗣
）
ヨ
○
》
↓
’
b
o
覧
h
O
M
（
．
冒
◎
●
b
⊃
邸
）
、
彼
ら
は
グ
シ
晶
出
に
抑
留
中
の
タ
ー
ラ
と
チ
ュ
メ
ニ
管
下
の
捕
虜
の
送
還
を
求
め
る
た
め
派
遣
さ
れ
た
も
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の
で
あ
っ
た
が
、
タ
ー
ラ
市
か
ら
六
週
聞
行
程
の
ヤ
ム
ィ
ン
川
藻
ン
輯
甲
娼
㊦
塁
の
地
で
、
グ
シ
汗
の
ウ
ル
ス
を
発
見
し
た
。
し
か
し
グ
シ
汗
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
、
グ
シ
汗
の
子
オ
ン
ボ
開
鰹
詠
田
属
調
弓
録
露
一
興
。
『
霞
b
巴
。
に
も
墨
差
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
彼
ら
（
グ
シ
汗
ら
）
は
戦
争
に
行
っ
た
と
の
噂
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
捕
虜
か
ら
聞
く
と
、
昨
〔
七
〕
一
四
四
年
（
一
六
三
六
年
）
秋
、
ム
ン
ガ
ー
ル
人
の
方
へ
行

　
　
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ジ
ャ
ド
フ
ス
キ
ー
は
、
タ
ー
ラ
で
彼
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
書
に
従
い
、
ク
イ
シ
ャ
の
妻
コ
ソ
ジ
ャ
｝
〈
o
臣
＄
に
対
し
、

　
彼
女
が
ク
イ
シ
ャ
及
び
そ
の
他
の
ウ
ル
ス
か
ら
陛
下
の
タ
ー
ラ
と
チ
ュ
メ
ニ
の
捕
虜
を
探
し
出
し
て
、
タ
ー
ラ
市
へ
送
還
せ
よ
、
と
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
（
↓
自
こ
7
一
　
〉
同
（
ゆ
　

』
　

卜⊃

@
　
　
　
　
層
　
　
　
　
O
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
グ
シ
汗
ら
が
＝
ハ
三
六
年
秋
に
青
海
遠
征
に
向
か
っ
た
こ
と
、
及
び
グ
シ
汗
の
妃
グ
ン
ジ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
が
こ
れ
に
同
行
せ

ず
、
留
守
を
守
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
青
海
方
面
で
の
戦
闘
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
古
文
書
に
以
下
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
一
六
三
六
年
九
月
二
十
六
日
ト
ボ
リ
ス

ク
か
ら
バ
…
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
ウ
ル
ス
へ
派
遣
さ
れ
た
ト
ボ
リ
ス
ク
士
族
フ
ィ
リ
ッ
プ
ロ
オ
ボ
リ
ニ
ャ
ニ
ノ
ブ
臼
自
自
○
α
o
自
雷
帯

　
　
　
　
　
　
④

国
踊
○
⇔
5
ら
の
報
告
で
あ
る
。

彼
ら
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
ら
）
は
ト
ボ
リ
ス
ク
か
ら
十
週
間
を
経
て
、
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
ー
党
の
ウ
ル
ス
に
遭
遇
し
た
。
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
ー
党
の
ウ
ル
ス
で
は
、
コ
ソ

タ
イ
シ
ャ
の
母
及
び
妻
の
駈
へ
立
寄
っ
た
。
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
と
そ
の
他
の
タ
イ
シ
ャ
ら
は
ム
ガ
ー
ル
へ
戦
争
に
出
て
い
た
。
彼
ら
が
ム
ガ
ー
ル
の
チ
ョ
ク
ト

ゥ
イ
ー
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
£
9
窺
愚
闇
9
毒
憲
E
餌
の
ウ
ル
ス
民
四
万
を
粉
砕
し
、
ム
ガ
ー
ル
の
チ
ョ
ク
ト
ゥ
イ
ー
タ
イ
シ
ャ
自
身
を
殺
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
広
が
っ
て
い
る
。
戦
闘
か
ら
離
脱
し
た
ム
ガ
ー
ル
人
が
、
妻
子
を
伴
な
っ
て
、
彩
し
く
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
の
方
へ
走
っ
て
い
る
と
い
う
。
事
実
フ
ィ
リ
ッ

プ
ら
も
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
ー
党
の
ウ
ル
ス
で
、
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
が
諸
ウ
ル
ス
へ
多
く
の
ム
ガ
ー
ル
人
捕
虜
を
絶
え
間
な
く
送
っ
て
来
て
い
る
他
、
ム
ガ
ー
ル
人

が
妻
子
を
伴
な
っ
て
、
自
発
的
に
到
来
す
る
の
を
目
繋
し
た
。

　
ま
た
彼
ら
が
カ
ル
マ
ク
で
聞
い
た
所
で
は
、
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
は
中
国
罫
証
言
2
6
Φ
弓
o
o
葦
2
。
℃
o
↓
じ
σ
o
辺
境
へ
と
赴
き
、
中
国
領
で
五
人
の
石
工
を
捕
え

た
が
ヘ
ム
ガ
ー
ル
の
国
境
に
石
造
り
の
町
を
建
設
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
が
た
め
と
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
へ
攻
め
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
（
フ

65　（897）



イ
リ
ッ
プ
ら
）
は
知
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
の
滞
在
中
、

（℃

q
ρ
畔
さ
。
堕
岩
訳
・
累
9
ω
。
。
．
自
織
ω
ア
刈
。
。
。
。
）

コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
と
そ
の
他
の
タ
イ
シ
ャ
ら
は
ム
ガ
ー
ル
か
ら
自
己
の
ウ
ル
ス
へ
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
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右
に
い
う
石
造
り
の
町
と
は
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
当
時
ホ
ボ
ク
サ
リ
×
o
げ
o
ρ
舞
ユ
に
建
設
中
で
あ
っ
た
町
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
町
は
こ
の
地
に
少
な
く
と
も
四
つ
が
建
設
さ
れ
、
主
と
し
て
ブ
ハ
ー
ラ
人
（
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
回
教
徒
）
捕
虜
を
収
容
し
て
農
耕
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

駆
使
す
る
た
め
の
設
備
と
さ
れ
た
。

　
そ
の
二
は
、
＝
ハ
三
八
年
六
月
二
十
八
日
中
タ
ー
ラ
知
事
よ
り
ト
ボ
リ
ス
ク
知
事
宛
通
牒
の
中
に
見
え
る
も
の
で
、
二
世
ラ
か
ら
バ
ー
ト
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
も
と
へ
派
遣
さ
れ
た
コ
サ
ッ
ク
騎
兵
ア
レ
ク
セ
イ
”
ク
ナ
ー
ヴ
ィ
ン
》
器
岩
。
詠
函
三
面
匿
が
も
た
ら
し
た
情
報
で
あ
る
。

送
る
〔
七
〕
一
四
四
年
（
一
六
三
六
年
半
春
（
秋
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
、
カ
ル
マ
ク
の
タ
イ
シ
ャ
ら
ー
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
と
そ
の
一
党
、
並
び
に
ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

や
と
そ
の
諸
子
、
及
び
小
タ
イ
シ
ャ
ら
一
が
、
黄
ム
ガ
ー
ル
襲
。
韓
ぴ
昂
護
覧
豪
勇
と
タ
ン
ダ
ー
ト
月
薗
胃
鴇
匡
を
攻
撃
に
行
っ
た
。
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
に

率
い
ら
れ
た
民
は
二
万
と
い
わ
れ
、
そ
の
二
万
の
内
、
七
百
が
火
器
を
備
え
た
兵
で
あ
っ
た
。
ク
イ
シ
ャ
ー
タ
イ
シ
ャ
に
率
い
ら
れ
た
の
は
い
か
程
あ
っ
た

か
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ュ
カ
（
ア
レ
ク
セ
イ
i
筆
者
注
）
は
実
際
に
聞
き
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
最
初
、
黄
ム
ガ
ー
ル
の
タ
イ
シ
ャ
ら
を
虐
殺
し
た
上
、
多
数
の
ウ
ル
ス
民
を
殺
害
し
、
生
き
残
っ
た
者
も
尽
く
捕
虜
に
し
た
。
そ
の
後
、
タ
ソ
ダ
ー
ト
を

攻
め
て
、
多
数
の
人
を
殺
し
、
窪
し
い
捕
虜
を
奪
っ
て
、
中
国
と
ブ
ハ
ー
ラ
の
（
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
i
筆
者
注
）
諸
都
市
と
の
間
の
道
路
の
梗
塞
を
取
り

除
い
た
。

　
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
は
中
国
辺
境
へ
も
行
っ
た
が
、
但
し
戦
争
の
た
め
で
は
な
い
。
中
国
人
は
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
に
、
町
の
建
設
の
た
め
、
工
匠
八
人
を
与
え

た
。
上
記
の
タ
イ
シ
ャ
ら
は
ム
ガ
ー
ル
地
方
に
二
年
い
て
、
莫
大
な
戦
利
品
を
携
え
て
去
っ
た
。
即
ち
、
一
人
当
り
、
九
人
の
捕
虜
と
九
〔
匹
p
・
〕
の
三
子

の
他
、
多
数
の
家
畜
を
得
た
。
賄
方
越
E
Φ
し
・
ぞ
匡
も
、
各
人
三
人
の
捕
虜
を
手
に
入
れ
た
。
カ
ル
マ
ク
の
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ
が
事
細
か
ら
自
己
の
ウ
ル
ス
へ

帰
着
し
た
と
き
、
多
数
の
ム
ガ
ー
ル
人
捕
虜
を
酪
駝
に
載
せ
て
運
ん
で
来
た
他
、
妻
子
と
一
切
の
家
畜
を
伴
な
っ
た
ム
ガ
ー
ル
人
ら
や
、
二
人
の
ム
ガ
ー
ル

人
タ
イ
シ
ャ
と
そ
の
妻
子
が
拉
致
さ
れ
て
来
た
の
を
、
ア
ゾ
ヨ
ー
シ
ュ
カ
自
身
が
目
撃
し
た
。
（
℃
〉
由
○
”
↓
．
鱒
り
紮
O
嗣
（
．
翼
。
●
G
Q
o
◎
唱
　
旨
．
¶
蒔
刈
）



　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
グ
シ
汗
に
率
い
ら
れ
た
オ
イ
ラ
ト
軍
が
、
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
の
勢
力
を
壊
滅
し
た
上
、
チ
ベ
ヅ

ト
で
も
大
戦
果
を
あ
げ
た
こ
と
が
分
か
る
。
か
く
し
て
後
グ
シ
汗
は
青
海
地
方
に
残
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ

は
故
郷
へ
の
帰
途
に
つ
き
、
そ
の
ホ
ボ
ク
サ
リ
へ
の
帰
着
は
、
一
六
三
八
年
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　
以
上
述
べ
た
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
ら
の
青
海
遠
征
を
境
に
、
ロ
シ
ア
古
文
書
に
は
、
グ
シ
汗
の
そ
の
後
の
動
静
に
関
し
て
記
す
所
が

な
輸
・
こ
れ
か
ら
以
後
は
清
朝
史
料
並
び
に
蒙
蔵
史
料
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

ロシア史料より見たグシ汗の菓績（若松）

①
　
テ
レ
ソ
グ
ト
（
白
カ
ル
マ
ク
）
族
の
一
派
と
み
る
説
も
あ
る
が
、
実
体
は
よ
く
分

　
ら
な
い
（
O
竃
．
　
℃
客
○
℃
　
日
．
．
　
b
o
噂
　
∩
戸
．
唱
■
　
幽
O
O
魑
　
開
O
竃
竃
O
＝
．
一
．
娼
　
b
3
　
汽
　
紮
O
嗣
P
　
り
州
O
．
　
癖
）
。

②
○
毒
震
雷
【
ε
↓
o
℃
【
≡
羅
馬
ヨ
匡
畏
。
騨
〉
∩
O
ρ
き
9
（
譲
9
g
§
問
ご
囹
ヨ
。
き
7
r

　
お
α
メ
自
ワ
H
禽
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ズ
ィ
イ
が
タ
ー
ラ
市
に
来
た
の
は
一
六
三
三

　
年
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
の
カ
ー
ズ
ィ
イ
の
供
述
に
、
オ
イ
ラ
ト
の
タ
イ
シ
ャ

　
達
が
防
守
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
各
大
仁
イ
シ
ャ
は
外
敵
か
ら

　
カ
ル
ム
ク
ー
ウ
ル
ス
を
防
衛
す
る
た
め
の
責
任
分
担
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
西
方
か

　
ら
は
ウ
ル
リ
ュ
ク
（
ト
ル
ダ
ー
ト
）
が
ノ
ガ
イ
人
に
対
し
て
、
南
方
に
控
え
た
ダ

　
ラ
イ
（
デ
ル
ベ
…
ト
）
が
ブ
ハ
…
ラ
汗
に
対
し
て
、
ク
イ
シ
ャ
（
ホ
シ
ョ
ー
ト
）
が
カ

　
ザ
ー
フ
ー
オ
ル
ダ
に
対
し
て
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
（
ジ
ュ
ン
ガ
ル
）
が
ア
ル
ト
ゥ
ン
汗

　
に
対
し
て
、
各
々
防
衛
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
供
述
の
原

　
文
（
Ω
昏
壱
。
幽
含
剛
弓
三
（
隠
ρ
o
謡
α
．
①
㎝
9
声
剖
奮
層
顧
H
畠
－
脹
O
）
を
見
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
果
し
て
そ
う
し
た
協
定
が
実
在
し
た
か
疑
わ
し
い

　
と
お
も
う
。
事
実
、
同
書
に
よ
れ
ば
（
o
巷
。
H
O
H
点
O
b
。
）
、
協
定
の
存
在
と
は
矛
盾

　
す
る
形
で
、
ニ
ハ
三
五
年
以
来
、
デ
ル
ベ
ー
ト
と
ト
ル
ダ
ー
ト
の
間
で
武
力
衝
突

　
が
繰
返
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
こ
の
衝
突
は
少
な
く
と
も
六
個
年
代

　
ま
で
続
け
ら
れ
た
）
。
と
も
あ
れ
、
カ
ー
ズ
ィ
イ
の
供
述
が
、
当
時
各
大
タ
イ
シ

　
ャ
が
当
面
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
外
敵
を
示
し
た
も
の
と
す
れ
ば
興
味
あ
る
情
報

　
で
あ
る
。

③
　
○
竃
α
9
0
＝
q
o
と
も
見
ゆ
（
9
圷
マ
三
ρ
日
．
’
b
。
噛
；
叢
＝
δ
静
養
〔
菌
四
、
一
．
。
き
）
。
グ
シ

　
汗
の
子
日
太
布
○
日
σ
賃
で
あ
ろ
う
。

④
　
こ
の
報
告
は
、
一
六
三
九
年
八
月
十
七
日
付
ト
ボ
リ
ス
ク
知
事
の
シ
ベ
リ
ア
庁

　
宛
報
告
（
℃
玄
○
．
　
．
一
．
．
　
b
o
噂
　
b
O
【
ρ
　
ワ
「
O
■
　
Q
⇒
○
◎
）
の
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
使
節
の
フ
ィ

　
リ
ッ
プ
ら
は
、
一
六
三
六
年
十
二
月
上
旬
以
来
．
ハ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
ウ

　
ル
ス
に
滞
在
し
た
が
、
い
つ
ト
ボ
リ
ス
ク
に
帰
還
し
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

⑤
　
ホ
ボ
ク
サ
リ
の
町
に
つ
い
て
は
、
℃
該
ρ
↓
．
b
Ω
’
狽
。
【
《
・
翼
ρ
ω
ρ
G
Q
N
過
分
0
ρ
①
膳

　
等
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
就
き
て
参
照
さ
れ
た
い
。

⑥
　
こ
の
通
牒
も
、
一
六
三
九
年
八
月
十
七
日
付
ト
ボ
リ
ス
ク
知
嶺
の
シ
ベ
リ
ア
庁

　
宛
報
告
（
℃
三
ハ
）
”
　
↓
■
　
卜
σ
℃
　
貢
O
一
n
　
瓢
O
．
　
ω
o
Q
）
の
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
使
者
の
ク
ナ

　
ー
ヴ
ィ
ン
の
使
節
行
は
エ
ハ
三
八
年
前
半
に
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、
詳
細
は

　
分
ら
な
い
。

⑦
黄
ム
ガ
ー
ル
は
、
本
来
、
オ
ル
ド
ス
・
青
海
方
面
の
内
モ
ン
ゴ
ル
族
を
い
う
が
、

　
こ
の
場
合
、
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
の
勢
力
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
ソ
ダ
ー
ト
は
チ
ベ

　
ッ
ト
人
を
い
う
。

⑧
但
し
例
外
的
に
、
次
の
如
き
記
録
が
あ
る
。
一
六
四
二
年
十
月
八
日
ト
ル
グ
ー

　
ト
の
シ
ュ
ク
ル
睡
ダ
イ
チ
ソ
の
ウ
ル
ス
か
ら
帰
還
し
た
チ
ュ
メ
ニ
勤
務
の
タ
タ
ー

　
ル
人
ヤ
ン
グ
ル
コ
腫
バ
バ
シ
ョ
フ
ぬ
再
遷
ス
。
望
9
日
昆
の
報
欝
（
℃
三
ρ
↓
・
b
。
噛

　
h
9
や
客
ρ
㎝
Φ
）
に
、
ヤ
ソ
グ
ル
コ
が
シ
ュ
ク
ル
闘
ダ
イ
チ
ン
の
ウ
ル
ス
で
聞
い
た

67　（899）



情
報
と
し
て
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
ク
ソ
ド
ロ
ン
”
ウ
バ
シ
に
対
し
、
そ
の
弟
グ
シ
汗

剛
¢
目
暮
か
ら
使
者
の
派
選
が
あ
り
、
こ
の
た
め
ク
ソ
ド
ロ
ン
と
し
て
は
、
グ
シ

汗
が
秋
ま
で
に
兵
を
伴
な
っ
て
ム
ガ
ー
ル
（
青
海
地
方
）
か
ら
実
際
に
彼
の
方
へ
現

わ
れ
た
ら
、
こ
れ
と
共
に
シ
ベ
リ
ア
の
町
を
攻
め
に
行
く
べ
く
、
そ
の
準
備
を
整

え
て
い
る
旨
、
シ
ュ
ク
ル
貼
ダ
イ
チ
ン
に
対
し
、
ク
ソ
ド
ロ
ン
か
ら
使
者
を
介
し

て
通
報
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
情
報
は
、
当
時
グ
シ
汗
に
シ
ベ
リ
ア
の
町
を
攻
め
る
よ
う
な
余
裕
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
上
、
ロ
シ
ア
古
文
書
に
後
に
も
先
に
も
関
係
記
録
が
見
当
ら

な
い
所
を
見
る
と
、
虚
報
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

68 （900）

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
戸
シ
ア
古
文
書
に
拠
っ
て
グ
シ
汗
の
動
静
を
、
年
代
的
に
一
六
三
〇
年
か
ら
一
六
三
七
年
の
問
ま
で
、
跡
づ
け
る
と
共
に
、
こ
れ
に

付
随
し
て
バ
イ
バ
ガ
ス
汗
と
そ
の
妃
グ
ン
ジ
ー
ハ
ト
■
ウ
ン
に
関
す
る
記
録
も
検
討
し
た
。
た
だ
こ
れ
ら
を
以
て
し
て
も
、
グ
シ
汗
の
オ
イ
ラ
ト

に
お
け
る
地
位
が
な
お
明
瞭
を
欠
く
こ
と
を
自
覚
す
る
。
こ
れ
を
今
後
一
層
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ

ジ
の
存
在
が
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
取
扱
っ
た
グ
シ
汗
の
活
動
期
に
お
い
て
も
、
オ
イ
ラ
ト
の
最
大
実
力
者
は
こ
の
バ

ー
ト
ゥ
ル
で
あ
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
グ
シ
汗
の
オ
イ
ラ
ト
汗
と
し
て
の
地
位
も
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
長
の
下

風
に
立
た
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
．
ハ
ー
ト
ゥ
ル
が
実
際
に
父
カ
ラ
ク
ラ
の
死
後
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
長
位
を
襲
っ
た
の
は
一
六
三
五
年

で
あ
る
が
、
カ
ラ
ク
ラ
の
晩
年
に
は
バ
ー
ト
ゥ
ル
が
実
質
的
に
部
長
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
）
。
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
に
よ
る
オ
イ
ラ
ト
の
覇
権

樹
立
の
一
つ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
バ
イ
バ
ガ
ス
汗
の
横
死
を
以
て
象
徴
さ
れ
る
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
内
紛
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
グ
シ
汗
の
青
海
進
出
に
つ
い
て
も
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
オ
イ
ラ
ト
の
青
海
遠
征
を
バ
ー
ト
ゥ
ル
が
主
宰
し
た
の
で
あ
っ
て
、
グ
シ
汗

と
し
て
は
、
そ
の
意
を
受
け
て
戦
勝
後
も
青
海
に
留
ま
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
遠
征
を
あ
た
か
も
グ

シ
汗
が
主
宰
し
た
か
の
よ
う
に
い
う
チ
ベ
ッ
ト
史
料
に
は
、
グ
シ
汗
擁
護
の
立
場
か
ら
の
潤
色
が
濃
厚
に
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
グ
シ
汗
が
戦

勝
後
、
帰
国
す
る
バ
ー
ト
ゥ
ル
に
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
称
号
を
贈
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
称
号
は
、
ロ
シ
ア
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
先
＝
ハ

三
五
年
三
月
三
十
日
に
ト
ム
ス
ク
に
来
た
外
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ル
ト
ゥ
ン
汗
側
近
の
ラ
マ
僧
ダ
イ
ン
ロ
メ
ル
ゲ
ン
ー
ラ
ン
ズ
の
使
者
の
携
帯
し
た



ロシア史料より見たグシ汗の事績（若松）

ラ
ン
ズ
書
簡
中
に
、
す
で
に
バ
ー
ト
ゥ
ル
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
、
参
照
）
。
こ
の
例
の
如
く
、
ホ
ン

タ
イ
ジ
の
称
号
が
グ
シ
汗
か
ら
授
け
ら
れ
た
と
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

　
要
す
る
に
、
グ
シ
汗
の
実
像
を
今
後
さ
ら
に
究
明
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
生
涯
の
空
白
が
さ
ら
に
埋
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

と
と
も
に
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
事
績
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
バ
ー
ト
ゥ
ル
と
の
関
係
に

お
い
て
グ
シ
汗
の
問
題
を
改
め
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て

述
べ
る
こ
と
に
し
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
の
筆
を
搦
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
追
記
）

去
る
八
月
三
十
日
頃
り
五
日
間
に
わ
た
っ
て
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
國
際
モ
ン
ゴ
ル
学
者
会
議
の
席
上
、
℃
寓
○
の
編
者
ス
レ
サ
ル
チ

ュ
ク
氏
に
よ
る
「
グ
シ
汗
に
関
す
る
ロ
シ
ア
古
文
書
史
料
」
と
題
す
る
口
頭
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
グ
シ
汗
に
関
す
る
ロ
シ
ア
古
文
書
の
記
事
を
か

い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
詳
細
な
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
立
大
学
助
教
授
　
草
津
市
木
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Achievements．　ofσ槻xdn顧実汗through　the
　　　　　　　　　　　　　　Russian　Archives

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　Wakamatsu

　　It　was　in　1637　that　O欝ゴκ四顧実汗of　Oyirad，　after　the　military
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
exPedition　to　Kδlee％δγ青海湖量n　1636，　aRnihilated　the　troops　of　Cortu

σoフ¢g匁吻’i．Starting　with　this　victory　he　pacified　the　whole　of　Tibet

and　at　last　became　the　king　of　Tibet　in　1642，　which　process　has　been

relatively　well　known　to　us．．　But　hitherto　few　studies　have　been

made　on　the　early　part　of　h圭s　life　in　his　homeland　Jungaria．　In　this

art圭cle，　using　the　Russian　Archives，　we　try　to　throw　light　upon　the

obscure　part　of　his　life．

　　In　that　Archives　we　can　find　some　of　his　figures．　For　exampie，　in

1630，he　pursued　an　enemy　from　the　foot　of　the　Tarbaratai，　where

h量sheadquarter　was　situated，　to　Xara　xum　on　the　upper　stream　of　the

Enba，　and　in　1634，　participated　in　the　military　expedition　to　Kazax．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ
The　battle　against　Cortu　go％吻，ガ’i　is　also　recorded　in　the　Arch三ves．

Moreover　we　have　found　in　the　same　records　on　his　elder　brother

Bayibaras，　who　seems　to　have　been　killed　towards　the　end　of　1620s。

According　to　these　records，　Gdinji　xatun，　Bのyibaras’w圭dow，　was　remar－

ried　with　Gtigi短％。　After　G窃Si　xdn　succeeded　his　late　brother　Bのyiba－

ras　as　Oyirad廊％and　moved　to　T圭bet，　she　remained　in　their　home

country　and，　eRjoying　the　confidence　of　a11αソimd，　kept　it　we玉l　during

her　husband’s　absence．

Paris　Peace　Conference，　Japan　and　China

　　　　　“the　racial　equality　problem”　and　the

　　　　　Japanese　iMinister’s　threat

　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　Hiro’o　Fujimoto

　　Just　before　Paris　Peace　ConfereRce，　the　progressive　intelligentsia

both　in　Japan　and　Chima　praised　Wilsonianism　overlapping　it　with　their

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（985）




